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ＡＤＨＤ及び 

   その周辺の児童に対する教育的支援の在り方Ⅱ 
 

－校内での連携,協力及びそれを支援していくシステムの検討－ 

 

 

 

 

 

学級に在籍するＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対する取組を充実

させていくには,担任だけでなく,校内はもちろん，学校外の関係機

関とも連携,協力していくことが求められている。 

本研究では，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に焦点を当てた学級で

の取組を基に，校内の協力や保護者との連携に加えて,心理検査や専

門家からのアドバイスを取り入れた授業を中心とした教育的支援の

具体例を提示することを通して支援のシステムの在り方を検討す

る。 
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はじめに 
ＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性

障害），高機能自閉症等により，特別な教育的支援

を必要とする子どもに対する取組は，全国的にも

緊急の課題であり，対象とする子どもにより的確

な個のニーズに合わせた支援が求められている。

こうした状況の中, 昨年度は，特別支援教育にか

かわる研究をはじめるにあたって，ＡＤＨＤであ

るかどうかという診断名を先行させるのではな

く,まず担任が，目の前にいる子どもに対して何を

していくのかという視点で教育的支援を考えてい

くことにした。その中で明らかになったことは,

「気づきのリスト」（1）による実態把握を基に考え

た個のニーズに合わせた授業（2）を行うことで，

授業に参加しにくかったＡＤＨＤ及びその周辺の

児童が学習課題に向かって意欲的に学ぶ姿が見ら

れるようになったということである。このように

担任が学校生活の中で授業場面を中心とした「個

を認める」集団作りをしていくことは，一人ひと

りの子どもを肯定的に受けとめ，自尊感情を高め

ることとなった。それは，ＡＤＨＤ及びその周辺

の児童だけでなく，すべての児童を大切にしてい

くことにつながるものであった。 
一方，平成 15 年 3 月文部科学省から「今後の特

別支援教育の在り方について」（最終報告）が出さ

れ，「ＬＤ,ＡＤＨＤ,高機能自閉症により学習や生

活の面で特別な教育的支援を必要とする児童生徒

に対して，一人ひとりの教育的ニーズを正確に把

握し，自立や社会参加を支援していくためには，

学校内の協力体制を構築するだけでなく，学校外

の関係機関との連携協力が必要であること」(3)が

提起された。また，京都市でも，平成 14 年に設置

された京都市特別支援教育専門家会議からの提言

（平成 15 年 11 月）の中で「小学校,中学校で，これ

らの児童生徒の学習面や行動面の特性を把握し,

的確な指導を行うには,各学校での組織的な取組

を進めるとともに，小学校，中学校の取組を支え

るシステムの検討が必要である」（4）と示された。 

本研究では, 昨年度の研究に加えて,ＡＤＨＤ

及びその周辺の児童により充実した教育的支援を

行っていくために,校内と保護者と専門家との連

携，協力の在り方について考察する。 
本報告書は,京都市の特別支援教育の研究協力

校の教員を中心にしたグループ研究を通して，校

内の教職員や保護者との連携,協力，さらに専門家

等の知見を取り入れることで,授業を中心とした

教育的支援の具体例や実践例から支援システムの

在り方を提示することを目的に取組を進めること

にする。 

第１章 今，求められる連携，協力 

第１節 校内体制の充実 

（１）全教職員での連携,協力 

昨年度の研究の中で，ＡＤＨＤ及びその周辺の

児童に対してより充実した支援を行うには，四つ

の課題があることがわかった。一つ目は，児童に

対する正しい理解，二つ目は，学校全体でのかか

わり，三つ目は，保護者との理解と協力，四つ目

は，医療，専門家との連携である。 

中でも，全教職員で児童を受けとめ，支援をし

たことで，短期間で児童が落ち着いてきたという

報告があったように，担任一人だけでなく，学校

全体でかかわることが，充実した支援への重要な

課題の一つだと考える。このことは，上野一彦も

「校内委員会は，担任がクラスの中で一人で抱え

込み，悩むのではなく，学年，あるいは学校全体

の課題として気づき，校内の知恵を結集して，身

近でできることを協力してやってみるための最初

の窓口である」（5）と述べている。おりしも，京都

市の特別支援教育専門家会議の提言の中でも「対

象となる児童生徒の教育的ニーズの把握は,担任

の気づきに始まるが，複数の教師の目でとらえる

ことがたいせつである」(6)と述べている。 

つまり，いろいろな角度から子どもの実態を把

握し，子どもの抱えている課題を学年，あるいは

学校全体の課題として受けとめ，校内の協力体制

の中で取り組むことが求められていると考えられ

る。特に，京都市の提言の中で，校内の協力体制

の整備として校内委員会（ＬＤ等支援委員会：仮

称）の設置を勧めているように，学校の中に担任

を支援する組織が必要である。 
そこで，提言の中で示されている校内委員会で

果たす仕事の内容を整理し，以下大きく三つに分

けて,図１－１にまとめてみた。 

 
①問題状況の早期発見と正確な実態把握 

 児童の実態把握の中心は，当然のごとく担任で

はあるが，担任だけにとどまらず，収集した情報

を校内委員会で分析,整理することで，より多面的

に子どもをとらえることができるのではないか。

さらに，複数の目で収集した情報を担任や学年に

返していくことで，表面に問題を示さないため見

過ごされている児童にも，早期の対応ができるの
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ではないかと考える。当然，校内委員会では，そ

の子どもがＬＤであるかどうかの判断は行わず，

子どもの問題状況の早期発見と学習面からの正確

な実態把握，そして校内での適切な理解と支援を

うながす役割が求められている。 
 
②子どもと担任への全校的な支援体制 

ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対して，担任や

学年だけで充実した支援を行っていくには，限度

があると考える。また，学習面でも個に即した指

導を充実し，一人ひとりを学習課題に到達させる

には,習熟度別指導や少人数指導，Ｔ・Ｔによる指

導の導入など，学習集団や学習形態を工夫するこ

とが,必要になってくる。この場合，どのような支

援を提供できる人が,どれだけの時間，どの場所で

支援をすることが可能なのかなど,全校的な支援

体制を組んでいくことが求められている。 

したがって，校内委員会を中心に，校内でのあ

らゆる分掌の人たちが，それぞれの立場の中で，

その子にとって何ができるのかということを明ら

かにし，学校全体で一人の子どもを大切にしてい

くという姿勢をもつことが重要である。このよう

に，校内委員会では,学校体制として組織を作って

いく役割が求められている。 

 

③新たな視点や意見を得る場 

①と②を踏まえて，全教職員で取り組んできた

支援や手だてを集約し，学校全体の場で対象とな

る児童について話し合うことや取り組んできた指

導や支援について，評価を加えることで，これか

らの支援に対する新たな視点を得ることができ

る。また，校内で研修を行うことは，新しい意見

や知識を得る場となり，子どもにとって,より充実

した支援が見つけられる。校内委員会には,このよ

うな教師の専門性の向上に向けた取組も求められ

ている。 

学校の中に，このような役割をはたす校内委員

会を設置し,担任だけでなく,全教職員で,連携,協

図１－１ 校内委員会（ＬＤ等支援委員会：仮称）の仕組み 

 

普通学級に在籍する特別な教育的支援が必要な児童 
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力し,学校全体で子どもを受け入れていく取組は,

ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対して,より充実

した教育的支援を行う上で,今後かかせない課題

である。 

また，同様にかかせないのは，昨年度に明らか

になった課題の一つである保護者との連携であ

る。次に保護者との連携について述べていきたい。 

 

（２）大切にしていきたい保護者との連携,協力 

前のページの図１－１では,特別な教育的支援

の必要な児童に対する支援の矢印の方向を,担任

や全教職員と保護者が同じ方向に向けて示した。

これは, 学校と保護者とが，その子どもの課題・

問題に対して,一致協力して対応しようとする姿

勢が大切であることを示している。 

このことは,石隈利紀が子どもをよりよく援助

するためには,「子どもについての情報をつなぐこ

と，そして子どもを援助する援助者をつなぐこと

である」（7）と述べていることや昨年度の研究の課

題の中で，学校と家庭とでしっかりした連携を取

り，子どもに対して同じ方向でかかわっていくこ

との重要性が明らかになったからである。 

そのためには，まず,担任と保護者が，子どもを

中心にした話し合いを重ねる中,それぞれの立場

から，子どもについての情報を交換し共有するこ

と大切である。保護者は,子どもを生まれた時から

育てているわけであり,子どものあらゆる情報を

いっぱい持っている。竹内惠子はＡＤＨＤ及びそ

の周辺の児童について「小学校に入ってから急に

出てくるといったものではなく,小学校に入学し

た時点で子どもが生まれ変わるわけではない。乳

幼児期を全く無視して今の学童期の状況だけをみ

ていると把握しきれないことがある」（8）と述べて

いるように，担任は保護者がもつ新生児期，乳児

期,幼児期の子どもの情報を共有しておくことは,

今後の手だてを考える上でも大変重要になってく

る。 

しかし,それだけではない。 納富恵子が，「指導

者は,親には,『援助される立場』『子どもへの援助

を行う立場』『権利擁護者としての立場』という三

つの側面があることに留意すべきである」(9)と述

べているように，指導者は，保護者の立場を理解

しつつ，支援することも大切なのではないだろう

か。  

例えば，保護者が，思ったように子どもがいう

ことを聞いてくれない，期待したことと違う反応

が返ってくるなど，なかなか子どもと意思疎通が

できないために，心にも体にもストレスがたまっ

てくるということも考えられる。また，子どもに

対する周囲の否定的な評価や子どもが起こす行動

の原因が自分の養育の誤りのせいだと感じている

ことによって，子育てに自信を失っている場合も

有り得る。それは,子どもにもはね返るものであ

る。  

こうした時こそ，担任が，保護者に対して共感

し,理解しようとする姿勢が必要となるのではな

いだろうか。学校での子どもの様子や成長を具体

的に知らせるとともに，保護者の小さな疑問や願

いに対してともに考えていこうとする姿勢が，保

護者との信頼関係につながっていくものである。 

つまり，保護者と教師が連携,協力して子どもに

かかわっていくことは，子どもにとってより強力

な支援をしていくことになるのではないかと考え

た。 

 

第２節 学校を支援する機関の利用  

 

（１）専門家との連携，協力 

前節で述べた校内の支援体制が組まれることに

よって，よりたくさんの人のきめ細かい観察によ

る情報を得ることで，子どもを多面的にかつ，的

確にとらえ，より充実した支援が子どもに行われ

るであろう。 

しかし，ＡＤＨＤの発症原因は，「脳内の中枢神

経系の機能障害によるものではないか」（10）とい

われていることから，子どもの中には，医学的治

療を効果的に使うことによって，より安定した学

校生活を送ることができ，スムーズに社会生活が

送れる場合もある。さらに，指導者や保護者が，

専門的な知識や多様な情報をもつ教育センターな

どの職員や発達等の専門的知見をもつ大学などの

研究者と連携，協力していくことは，子どもを客

観的にとらえることができるのである。提言の中

でも，「ＬＤ等の児童生徒の指導では，医学，心理

学，教育学の側面からの評価，及びそれに基づく

支援の内容や指導に対する助言を得ることが有効

である。」（11）と述べているように，直接子どもと

生活していく上でかかわりのある学校や保護者

が，医療関係者や心理学等の専門家と連携するこ

とにより，それぞれの子どものニーズに合った，

より的確な手だてを見つけることができるのでは

ないかと思われる。 
次のページの図１－２は，学校や保護者と専門

家チームとのかかわりを表わしたものである。実

際に子どもとかかわっている学校と保護者を一体

となった一つのユニットであると考えると，医学 
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関係者・教育関係者・心理研究者を入れた専門家

チームは，それを支援するためのもう一つのユニ

ットとなる。このような２つのユニットが，有機

的に関係し合い，全体としてまとまった機能を行

うシステムとして多様なニーズをもつ児童生徒を

支援するという働きが，これからの特別支援教育

に求められていると考えられる。 
 
（２）専門家チームに期待される役割 
 ここでいう専門家チームは，子どもがＬＤかＡ

ＤＨＤかということを判断することや診断するこ

とが大きな目的ではなく，子どもの状態のしっか

りとした把握と特別な支援が必要かどうかの判

断，どこで，どのような指導をすることが有効か

の専門的アドバイスを行うところであるといえ

る。 

 そこで，上野一彦らが述べている専門家チーム

の構成と役割（12）を参考に求められる具体的な取

組を次のページの図１－３に表わした。図に示し

たように，専門家チームの役割を，医学的アセス

メント・心理学的アセスメント・教育学アセスメ

ントの三方向から子どもをとらえることにした。 

まず，医学的アセスントとは，医療の方向から

手だてを探っていくものである。 

いうまでもなく,ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障

害）は，医学的な診断名である。もちろん,このよ

うな診断名は，分別やレッテルを貼るためのもの

ではなく,手だての視点や方向性

を教えてくれる重要なものである

と考えているが，そうした診断に

基づいて中枢神経刺激薬による薬

事療法が行われることによって,

より安定した学校生活が送れると

いった効果をあげる場合もある。 

 

普通学級に在籍する特別な教育的支援が必要な児童 

 
 
 
専   門   家   チ   ー   ム 
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医学関係者 教育研究者 心理研究者 

図1－1校内委員会（LD等支援委員会） 

 
      

担 任・全 教 職 員 
校 内 委 員 会 

 
保護者 

図１－２ 校内委員会と専門家チームとの連携 

また，ＡＤＨＤの場合，注意集

中が苦手であるといった特性が見

られるが，その現象面だけをクロ

ーズアップするのではなく,どの

ような場面で問題が起こりやすい

のか,問題の原因として考えられ

るものは何かなどを，医学的見地

から十分理解し，医学的治療も加

えることによって，効果的な指導

に結びつくと考える。 

次に，心理学的アセスメントと

は，子どものくわしい実態を把握 

するために，心

，教育学的アセスメントとは,こうした医

学

理検査を用いる方

法である。特に，ＷＩＳＣ－Ⅲ（Wechsler 

Intelligence  Scale  for  Children‐ Third 

Edition；ウエクスラー式児童用知能検査第３版）

やＫ－ＡＢＣは，子どもを把握する上できわめて

有効だといわれている。前者は，全般的知的発達

水準・個人内差を把握する検査であり，複数の下

位検査から構成されていて，全検査ＩＱ，言語性

ＩＱ，動作性ＩＱという３種類のＩＱを算出でき，

さらに因子分析の結果から特定された４種類の群

指数（言語理解，知覚統合，注意記憶，処理速度）

が求められるようになっている。（13）また，後者

は「継次処理」と「同時処理」，およびそれらを合

わせた「認知処理過程」，そして「習得度」を測定

することができる。（14）このようなテストをする

ことによって，能力のアンバランスさや偏りがは

っきりとし，個のニーズに合った学び方を工夫す

ることができるのではないかと考える。さらに，

こうした心理検査を組み合わせるテストバッテリ

ーを行うことによって，より子どもを客観的にと

らえる手助けとなるのである。 
最後に

的アセスメントと心理学的アセスメントを踏ま

えて，具体的な支援や指導の在り方を指し示す物

である。例えば，昨年度に作成したＤＳＭ-ⅣやＩ

ＣＤ-１０を参考に学校生活で起こり得る具体的

な行動例をあげた「気づきのリスト」もそれに当

たる。それぞれの特徴ある場面での行動観察から，
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一人ひとりのニーズに合った課題を見つけ,克服

していく手だてを考えることができる。 

また，西岡有香が「対人関係を円滑にし，社会

生

,今ここ

で

 

活をよりスムーズに送るための行動をソーシャ

ル・スキルと捉える」(15)と説明しているが，学

校という集団に属している子どもにとって,ソー

シャル・スキルを学ぶことは，対人関係を円滑に

していくためにも大切なことである。 

しかし,ＡＤＨＤ及びその周辺の児童は

何が起こっていて,ほかの人はどう感じたり，考

えたりしているのかがすぐにつかみにくいといっ

た状態がよくある。それはその場で，自分はどう

対応すればよいのかを判断するための情報をうま

く認知することができないといった状況になって

しまうからだと考える。そこで,どのように情報を

取り込み，対応していけばよいのかというような

ソーシャル・スキルを身につけるために指導者が

研究者などにアドバイスを受けることで，子ども

に支援としていけるのではないかと考える。 

 以上のことを踏まえて,専門的な三つの分野か

らアセスメントを行い，それを参考にすることは，

より充実した手だてを考える上で，大変意義があ

ると考えた。 

今回のグループ研究では，ＡＤＨＤ及びその周

辺の児童に対して,校内及び保護者との連携,協力

に加えて，専門家チームとどのように連携してい

くことが，個のニーズに合った支援をより充実し

ていくことができるのかということを第２章で具

体的に述べることにする。 

図１－３ 専門家チームの具体的取組 

普通学級に在籍する特別な教育的支援が必要な児童 

 医学的アセスメント 教育学的アセスメント 心理学的アセスメント 

・生育歴等の問診 
・医学的所見 
・薬事療法 
・その他 

・行動観察 
・個別の指導計画作成の
支援 

・ソーシャル・スキルの
学習 

・その他 

・ＷＩＳＣ-Ⅲ検査 
・Ｋ－ＡＢＣ検査 
・その他 
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校内委員会 
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表１－１気づきのリスト（Ａ君） 

学       習 生       活           場面・状況 
観察の視点 一斉学習・一斉活動 グループ学習・グループ活動 個別学習・個別活動 休み時間 給食  そうじ 係り活動 放課後 その他 

注意をは
らえない 

①何度注意をしても同じミスを繰り返す 
②勉強や活動で細かく注意をはらえない 
③不注意な間違いをたびたびする 

        自分の食べら

れる量 

集中が持
続しない 

①興味のある教科には熱心に参加するがそう
でない教科は退屈そうにみえる 

②テストや課題が最後までできない 
③よく考えず次々とすぐ行動に移ってしまう 
④次々と興味あることが変わり，集団活動や

グループでの学習を逸脱することがある。 
⑤遊んでいてすぐに飽きてしまう 

②指導者がそばにつくとテスト

に取りかかれる。 
③自己中心的で，友達の考えや

意見を受け入れないので，いさ

かいがおきやすい。 

 友だちと楽し

そうに遊んで

いることが多

い。 

話をきい
ていない 

①物思いにふけって話を聞いていない 
②話しかけても聞いていない 
③違うことをして話を聞いていない 

         

指示に従
えない 

①簡単な指示が飲み込めず，何をしたらいい
のかわからない 
②指示の内容を繰り返しききにくる 
③当番活動をさぼることが多い 
④こだわると本人が納得するまで時間をかけ

て作業をすることがある 
⑤指示は理解できるのに従えない 

④熱中すると作業を途中で止め

られない。        ③やりたいこ

とだけやる。 

計画性が
ない 

①計画をたてるのが苦手である（活動計画等） 
②時間内で行動することや時間配分が適切に
できない 

③無理な計画を立てる 

         

課題を回
避する 

①複雑な課題はすぐにあきらめてしない 
②こつこつする課題は苦手である 
③文章表現を避けようとする。 
④勉強や宿題をするのを避ける 
⑤作業が雑で，早く終わろうとする 

②作業は早くやることを優先し,
根気よくていねいにやることは

苦手 
③ 

物をなく
す 

①宿題，鉛筆，消しゴム，本,傘などをなくす 
②整理整頓ができず何をどこに置いたか忘れ

る 
③すぐそこにあっても目に入らない 

        ③逆に枝など
の細長い物や
きらきら光る
ものを集める 

気が散る 
①ちょっとした物音でもすぐに気が散る 
②話し声や騒音等に過剰に敏感である 
③暑い,寒い,痒い等と思ったら，その場です

ぐに訴える  

② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ 

 
 
 

 
 

不 
 
 
 

注 
 
 

 

意 

物忘れを
する 

①当然行う毎日の日課を忘れてしまう 
②当番活動等,促されてから行うことが多い 
③直前のことを忘れる 
④学習や遊びのルールが定着しない 
⑤忘れ物をよくする 

      ②好きな仕事

だけをやりた

がる。 

①好きな仕事

だけをやりた

がる。 

エプロンや体

操服など窮屈

さを感じた時

いらいらする。 

落ち着き
がない 

①常に手足を動かし，椅子をガタガタさせる 
②手遊びをする（落書き等） 
③鉛筆や爪をかむ,髪をいじる,指しゃぶり等

がある 

② ② 

離席する ①すぐに席を離れる 
②教室から飛び出し,どこかに行ってしまう ① ②回数は,減少 ① ②回数は,減少 

興奮する 
①みんなで集まる時など過度に走り回った

り,高いところによじ登ったり飛び降りた
りする 

②異様にはしゃぐ 

騒々しい 
①周りの状況を気にせず，騒がしくして迷惑

をかける 
②一定時間静かにしておくことができない 
③見知らぬ人にでもなれなれしく声をかける 

① ①        

動き回る 
①じっとしていない 
②予想のつかないことをする 
③約束の場所にいないことが多い 

         

 
 

 
 

多 
 

 
 

動 

しゃべり
すぎる 

①隣や後ろの友達に絶えず話しかける 
②遠慮すべきところでも,自分のペースでよ

くしゃべる 
③教師の説明の途中や友達の発言中もしゃべ

る 

 ② ③ ②        

質問を最
後まで聞
けない 

①質問が終わらないうちに出し抜けに答えて
しまう 

②自分の聞きたいことや思っている事をすぐ
に言う 

③当てられていないのに答えを言ってしまう 

①②③ ①②③ 

順番が待
てない 

①順番を無視して先にやりたがる 
②一番になりたがり，勝ち負けにこだわる 
③ルールを破ってでも勝とうとする 

①②③ともあるがだんだんよく

なっている。 
①②③ともあるがだんだんよく

なっている。  
①②③ともあ
るがだんだん
よくなってい
る。 

 

衝 
 

 

動 

協調でき
ない 

①友達の邪魔をする，ちょっかいを出す 
②気に入らないと暴力をふるう 
③友達の会話やゲームに割り込んでくる 
④自分が非難されると過剰に反応する 

②③④ ②③④自分のおもいや願いをゆ

ずろうとしない。  ②は減ってき

ている。 

     

        

       

       

         

       

     

     



第３節 的確なニーズをとらえるために 

を      

ったとらえ方をしないのでは

 
（１）個と集団からとらえた実態把握 
 子どものニーズをより的確にとらえるには，対

象とする子どもの多方面からの徹底した実態把握

が必要になってくるのである。 
 まず，第一に担任や教職員による，子どもの観

察が必要である。今回も昨年度と同様，ＡＤＨＤ

の行動特性を理解した上での支援が大切となるた

め，アメリカ精神医学会の作成したＤＳＭ－Ⅳと，

世界保健機関（ＷＨＯ）が作成したＩＣＤ－10 の

診断基準を根拠とした昨年度の「気づきのリスト」

で，子どもの実態把握を行い，手だてを探ること

にした。 
なお，実態把握を行う際の留意点として，牟田

悦子が，「問題点や弱い所を見るだけでなく，かな

らず子どもの強い点や得意なことを，興味や関心

の対象を理解することが必要である」（16）と述べ

ているように，今回は，対象となる子どもが，興

味をもっていることや少しずつでも課題となる現

象面が良い方向へと変化している様子も「気づき

のリスト」に記入することにした。 
前のページの表１－１は，Ａ児の例である。「気

づきのリスト」から見ると，Ａ児は，一斉学習に

おいては，ちょっとしたことで気が散ることや友

だちとよくしゃべるといった姿は見られるが，担

任がそばにつくと集中して学習を続けることがで

きるといったことや，自分が納得するまで作業に

熱中するといった様子がうかがえる。このような

Ａ児の行動の背景には，集中を持続するというこ

とが困難な部分や自分なりのこだわりをもってい

るのではないかと考えられる。    
一方，友だちとの関係を見ていくと休み時間に

は，友だちと楽しそうに遊ぶ姿が今までより増え，

学級のルールを守るという行動がみられるなど，

Ａ児が友だちとかかわって生き生きと活動してい

るのがわかる。 
よって，Ａ児に対しては，今自分がすべきこと

を客観的に理解させ，その意識を持続させること

で学習や集団活動に対する意欲が増すのではない

か，また，これからも友だちとたくさんかかわる

場面を意図的に作ることで社会性を身につけてい

くのではないかと，このリストから支援の手だて

が考えられたのである。 
次に学級の実態を把握することが大切である。

なぜなら，昨年度の研究から，上の図１－４に示 
したように，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対し 
て，さまざまな取組を検討してきたが，それらは， 

 
学級集団をどう作っていくのかという従来からの

手だてに，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童への配慮
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ADHD 及びその周辺の児童における教育的支援の在り方 

ＡＤＨＤ及びその周辺の児童 

学力保障（四つの視点） 

 

自尊感情を高める 

共感・受容・長所を認める 

 
 
 

目の前にいる子をどうするのか 

担任 

図１－４ ADHD 及びその周辺の児童と学級集団との関係 

学  級  集  団・ 

・個が大切される・違いが認め合える・分かる授業 

改めて加えたものとなったからである。    

すなわち，担任の重要な姿勢は，一人ひとりの

子どもに対して，「長所を認める」「受容し，共感

する」ということを通して自尊感情を高めること

であり，その上で個が大切にされる学級，違いを

認め合える学級作りをしていくことである。一人

ひとりの子どもが，担任や学級の友だちに 受容・

共感されていると満足していたならば，指導者が

対象児に対する適切な配慮について，特別扱いを

しているという間違

ないかと考える。 
 さらに，「学校不適応対策調査研究協力者会議」

の報告でも「児童生徒にとって自己の存在感が実

感でき，精神的に安心していることのできる場

所」（17）という心の居場所が大切だとしており，

子どもが学級をそうした場所として感じていると

いうことは，図１－５で示したように、学級集団

図１－５ 心の居場所感 

 学級に適応する 
（心の居場所感） 

安心・安定感 
受容・共感される

所属・存在感 
必要・期待される
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の中で，自分が受容・共感されており，なおかつ

と

，アンケートの設問項目を示し

た

いうこ

尋ねることにした。特に，ＡＤＨＤ及びその周辺

いかどうか

加した教員８名のクラスでそれぞれ実施

クラスで学

人ひとりがしっかり持っていると思っ

て

と思っている児童が 外に少ないこと

に

の

ではないかと

考

を深めていくように

した。 

必要・期待されていると感じることである。 
そこで，学級でどれだけの子どもが，今の学級の

現状に対して，満足しているのかどうかというこ

を把握するアンケートを作成することにした。 
下の表１－２は

ものである。 
まず，学校生活を学習場面と生活場面に分け， 

それぞれの場面で，友だち・学級の集団・教師（担

任）に対して，自分は，受容・共感されているの

か，または，必要・期待されているのかと

とを，具体的に聞いていくことにした。 
 例えば，友だちから，受容・共感されているか

どうかを尋ねる場合，学習場面においては，「勉強

でわからないところがあった時，教えてくれる友

だちがいますか」生活場面では，「困ったことがあ

った時，助けてくれる友だちがいますか」また，

友だちから必要・期待されているかと尋ねる場合，

学習場面においては，「グループで学習する時，さ

そってくれる友だちがいますか」生活場面では，

「遊ぼうとさそってくれる友だちがいますか」と

いったように，具体的な場面を想定して子どもに

の児童にとって，学級集団の中で，受容・共感さ

れていると思っているかどうかという「あなたが，

発表した時，最後までしっかり聞いてくれますか」

「あなたと友だちのもめごとがあった時，理由を

聞いてくれますか」といった質問に対する回答は，

本人自身の自尊感情が低くなっていな

 

の一つの指標にもなると思われる。 
 今回は,このアンケートをパイオニア研究グル

ープに参

した。 

 次のページの図１－６は，４年生の

級アンケートをとった結果である。 

 担任によると，このクラスの子どもたちは,大変

活発であると同時に,好奇心も旺盛で，授業や行事

等もそれぞれに，思いを出し合って,成り立ってい

ると考えていた。よって，集団の中での安定感や

存在感を一

いた。 

しかし,実際にアンケートをとってみると，担任

のとらえ方と違って,学習場面で, 自分が集団の

中で受容・共感されていると思っている児童が

70.5％，自分が集団から，必要・期待されている

64.7％と意

驚いた。 

とりわけ，遠藤辰雄が，「重

要な他者からの評価によって

学習行動が成立し，学習課題

が達成することによって自己

概念が形成・変容し，自己を

価値的に評価する自尊感情が

高められる」（18）と述べてい

るように，学校生活の中で，

より自尊感情を高めていける

表１－２ 学級アンケート 設問項目 
 

 あなたは～から受容・共感されている あなたは，～から必要・期待されている 

学
習
場
面 

①あなたには，勉強でわからない所

があった時，教えてくれる友だち

がいますか。 

①あなたには，グループで学習する時，

誘ってくれる友だちがいますか。 
 

 
 

 

友 

だ 

ち 生
活
場
面 

②あなたには,困ったことがあった

時，助けてくれる友だちがいます

か。 

②あなたには，遊ぼうと誘ってくれる友

だちがいますか。 

学
習
場
面 

 

①学級のみんなは，あなたが発表し

た時，最後までしっかり聞いてく

れますか。 

 

①学級のみんなは，授業中，あなたの発

表を聞いて，賛成してくれますか。 

 
集 

 
 
 

団 

生
活
場
面 

 

②学級のみんなは，あなたと友だち

の間でもめごとがあった時,理由

をきいてくれますか。 

 

②学級のみんなは，遊ぶ時，何をして遊

びたいかあなたに意見を聞いてくれ

ますか。 

学
習
場
面 

 

①先生は，あなたが勉強でわからな

い所があった時，教えてくれます

か。 

 

①先生は，授業中あなたの意見を聞いて

くれますか。 教 
 

 
 

師 

生
活
場
面

 

②先生は，あなたが困ったことがあ

った時，助けてくれますか。 

 

②先生は，あなたががんばっているのを

ほめてくれますか。 

は，「授業時間」である。 

ところが，現在の学級での

学習場面では，学級集団の中

で，一人ひとりがお互いにそ

れぞれの意見や考えを出し合

い，高め合っていけるような

経験が少ないの

えられた。 

そこで担任は，授業を設計

していく時に，二人組やグル

ープを使って，集団を意識で

きるような授業形態を，積極

的に取り入れるように心が

け，学習
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また,教師(担任)に,受容・共感されていると思

っている児童は，学習場面で全体の 79.4％，生活

場面で全体の 82.4％であることから，担任は，信

頼関係が十分に結べていない児童が意外に多くい

るということを知ることとなった。そこで，担任

は,休み時間を利用して，できるだけ集団遊びの中

に入るといったように，対象とする子どもだけで

なく,学級の一人ひとりと触れ合う時間を増やす

よう心がけるようにした。 

 このように，一人ひとりの回答の内容から学級

における心の居場所感に対する意識を把握するこ

とは，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童が，学級集団

の中で受容・共感されているのかをみる一つの手

だてだと考える。 

 

（２）保護者との対話からとらえた実態把握 
 子どもをより多面的にとらえるためには,学校

での生活だけでなく，家庭での生活の様子を把握

しておくことが，重要になってくると考える。 

図１－７に示したように，実

態把握をしっかり行うには,子

どもとのかかわりが最も深い保

護者との連携が不可欠であり，

保護者のもっているいろいろな

角度からの情報を共有すること

が，子どもの理解に大いに役立

つものであると思われる。 

すなわち,子どもが実際に困

っていることや保護者にとって

気掛かりなことは何かというこ

とを，学校生活と家庭生活の面

から保護者と対話することで,

何か見えてくることになるので

はないかと思われる。そこで，保護者と担任が対

話をする視点を設け,それに基づいて話を重ねる

中から，子どもの課題を見つけることにした。 

図１－６ 心の居場所をみる学級アンケート 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
① 学習・友達

③ 生活・友達

⑤ 学習・集団

⑦ 生活・集団

⑨ 学習・教師

⑪ 生活・教師

② 学習・友達

④ 生活・友達

⑥ 学習・集団

⑧ 生活・集団

⑩ 学習・教師

⑫ 生活・教師

受容・共感される

必要・期待
　　　される

 次のページの表１－３は，実際Ａ児の保護者と

の話し合いで分かったことをまとめたカードであ

る。 

縦軸は，家庭生活の中，地域の中，学校の中と

いう場面に分け,横軸に，気になる点は具体的にど

んなことであるのか，またそれは,どんな時に起こ

るのかといった視点を設け，情報を的確に集める

ことにした。加えて，将来の気になる点を聞いて

いくことにより，保護者の子どもに対する切なる

願いも見えてくると考えた。 

例えば，Ａ児の保護者は，家庭の中や地域の中

で，Ａ児が相手に自分の思いを受け入れられない

と，すぐに怒ったり，すねたりして，自分の気持

ちを抑えきれない行動をとることに不安をもって

いる。また，コミュニケーションをうまくとれな

いといったＡ児の言動が，学校における友だち関

係にも影響しているのではないかと考えている。

さらに,Ａ児だけの問題ではなく，第三者の仲裁の

仕方によっては，Ａ児の気になる行動をますます

助長させることがあるといった，周りの人の対応

の仕方についての思いもあった。そこで，保護者

と学校そして，本人との間で友だちと仲良く過ご

すという共通の課題が設定され，学校と家庭とで

連携，協力して取り組むこととなった。 
このように視点をもった保護者との対話は，情 

報を取り入れるだけでなく,保護者の思いを受

容・共感していくことにもなり，子どもの今，必

要としている支援へとつながる大変重要なもので

あると考える。 

 

 

親からの 
情報収集 

観察 
他の先生からの情報収集

何が問題なのか 
問題の背景は何か 

専門機関との 
連携 

（日本ＬＤ学会「ＬＤと学校教育」より） 

図１－７ 実態把握の手順 
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保護 者と共通 理解し た手立て   
 保 護 者 か ら み て

気に なる点は  
具体 的にどん な  
時に 起こるの か  家  庭  学  校  

家庭 生活の中 で  
・身 辺自立  

 
 

小 さなこ とで もす
ぐ に怒っ たり ，す
ね たりす る。  

保 護 者 が 注 意 し た
時  
（ 食 事 の こ と や 弟
と の け ん か 等 日 常
の 気 に な る と こ ろ
の 注意）  

○ 認 め る と こ ろ を
増 や す (家 で の い い
と こ ろ を 連 絡 し て
も らう。 ) 
○ 興 奮 が 冷 め る ま
で 待つ。  

○ 認 め る と こ ろ を

ふ やす。  

（ 学 校 で の い い と

こ ろを連 絡す る。）  

○ 興 奮 が 冷 め る ま

で 待つ。  

地域 の中で  
 ・人 間関 係  

・ 自 分 の お も い が
受 け 入 れ ら れ な い
と す ぐ に 怒 っ て し
ま う こ と （ 友 だ ち
に 対して ）  
・ 地 域 の 中 で な か
な か 受 け 入 れ ら れ
な い と い う お も い
が 強い。  
・ 興 奮 し て も 少 し
落 ち 着 く ま で 待 っ
て 欲しい 。（地域 の
人 に対し て）  

仲 裁 の 仕 方 で か え
っ て 興 奮 が 激 し く
な ること があ る。  

○ 遊 ぶ 時 の ル ー ル
を 作る。  
・そ の都 度理 解し て
も ら え る よ う 学 校
と 連 携 を し て 対 応
し ていく 。  

○ 啓 発 の 機 会 を も

つ 。  

・そ の都 度理 解し て

も ら え る よ う 家 庭

訪 問 な ど を 通 じ て

対 話して いく なか ，

対 応して いく 。  

学校 の中で  
・人 間関係  
・学 習理解  

友 達 と 仲 良 く 過 ご
せ るか。  

自 分 の お も い が 通
じ な い と け ん か に
な り ， 手 を 出 し て
し まう。  

ほ めたり ，認 めら れ
た り す る と 喜 ぶ の
で 学 校 で の 話 を 聞
い て，そ うい う場 を
ふ やす。  

仲 良 く 過 ご す と 楽
し い と い う 経 験 を
十 分に味 わわ せる 。 

将来 のこと  
・進 路  
・進 学  

一 人 前 の 社 会 人 と
し て 社 会 に 出 て 行
け るのか 。  

 

専 門 の 先 生 の ア ド
バ イ ス も 聞 き な が
ら ，医師 ，保 護者 ，
教 師 の 連 携 を 大 事
に こ ど も と か か わ
っ ていく 。  

 

表１－３ 保護者との話し合いの視点（A 児の保護者との対話から） 

 

（３）専門家や心理検査からとらえた実態把握 得意なのか,目から情報を得るほうが得意なのか

がわかってくる。結果によっては，授業中指示を

出す場合も，声だけで示すのではなく,視覚提示を

することでしっかりと指示が入り,作業がスムー

ズにいく場合がある。 

  さらに，一人ひとりの子どもに対して，より的

確な実態把握を求めるのであれば，専門家による

アドバイスや例えば，前章で紹介したようにＷＩ

ＳＣ－Ⅲなどの心理検査を用いることも方法の一

つである。次のページの図１－８は，ＷＩＳＣ-

Ⅲで明らかになる観点をまとめたものである。 

また,言語理解が高くて,処理速度が低い場合，

今,自分が何をしなければいけないかをわかって

はいるけれども，視覚処理が苦手なため,なかなか

作業が進まないことがある。その内,いらいらして

作業を投げ出したり,やる気が起こらなくて,課題

を回避しようとしたりすることも起きる。このよ

うな場合,一度にやり遂げる作業量を少なくして,

自分でやり遂げたという成就感をもてるような授

業を設計することによって，対象となる児童の課

題を克服することも可能であると考えられる。 

この検査でわかる「個人内差」とは，個々の子

どもの中にある「能力のアンバランスさ」「能力の

偏り」を把握するものである。認知能力にアンバ

ランスな特徴をもつとＩＱなどの全般的な水準に

問題がなくても，特定の学習領域によって出来不

出来の差が大きくなるなどのむらが生じやすくな

るため，教科学習の習得に不利を被っている場合

も多い。この「個人内差」を把握することは，的

確な手だてを見つけるために，大変参考になると

思われる。 

このように，心理検査を用いることでＡＤＨＤ

及びその周辺の児童が見せている現象面の背景に

ある個人内差に応じた手だてを見つけることがで

きると考えられる。 

例えば,言語性ＩＱと動作性のＩＱのどちらに

偏りが，あるかによって耳から情報を得るほうが 
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全検査 ＩＱ 

動作性ＩＱ 
目から情報を受け取
って,動作によって応
答する力 

言語性ＩＱ 
耳から情報を受け取
って言葉によって応
答する力 

処理速度ＰＳ 
符号，記号探し 

知覚統合ＰＯ 
絵画完成,絵画配列，組
合せ，積み木理解 

注意記憶ＦＤ 
算数，数唱 

言語理解ＶＣ 
知識，類似,単語，理解 

言語的な情報や自分
自身が持つ言語的な
知識を状況にあわせ
て応用できる力 

注意を持続させて（集中），
聴覚的な情報を正確に取
り込み，記憶する能力 

視覚的な情報をとりこみ，各
部分を相互に関連付け，全体
として意味あるものへとま
とめ上げていく能力 

視覚的な情報を事務的に数多く
正確に処理していく能力 

図１－８ ＷＩＳＣ－Ⅲでわかる個人内差 

 

もちろん，担任は，あくまでも検査は一つの指

針であることを踏まえて，検査結果だけにとらわ

れることなく，個のニーズに合ったより確かな手

だてを考えていくよう努力することが大切である。 

と指導』日本文化科学社 2001P．40 

(13) David Wechsler『日本版 WISC‐Ⅲ知能検査法１理

論編』1998 日本文化科学社 

ＷＩＳＣ‐Ⅲの 13 の検査は，10 の基本検査「知識」

「類似」「算数」「単語」「理解」「絵画完成」「符合」

「絵画配列」「積木模様」「組合せ」と３つの補助検

査「数唱」「記号探し」「迷路」に分けられる。基本

検査は，原則として言語性ＩＱ，動作性ＩＱ，全検

査ＩＱを求めるために使用される下位検査であり，

補助検査は，本来３種類のＩＱを求めるために使用

されないが，検査者が子どもの能力についてより多

くの情報を得る必要がある場合に用いられる下位検

査である 

 次章では,校内,保護者,専門家と連携，協力をし

た事例を紹介していくことにする。 

 

（1）拙稿「ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対する教育的

支援の在り方」『平成 14 年度研究紀要Ｖｏｌ．2』京

都市立永松記念教育センター2003 P．7 

（2）前掲 注１ P．12 

（3）文部科学省「今後の特別支援教育の在り方について

（最終報告）」2003 3 月 
(14)上野一彦等他『ＬＤとは症状・原因・診断理解のた （4）京都市教育委員会 ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症

等による教育的ニーズのある児童生徒の指導のあり

方について（提言）2003 11 月 

めに』学研 1996  

  カウマンらによって作成された検査で，適用年齢２ 

歳６ヶ月～１２歳１１ヶ月である。１４種類の下位

検査によって構成されている。「継次処理」とは課 

（5）上野一彦『ＬＤ（学習障害）とＡＤＨＤ 

（注意欠陥／多動性障害）』講談社 2003P．104 

題解決の一つの方法で，連続的・時間的な順序で情

報を処理すること，「同時処理」は，一度に与えられ

た多くの情報を空間的に統合し，全体的に処理して

課題を解決する方法と考えられている。「認知処理過

程」は認知機能の全体的水準を示す心理学的観点か

らのアセスメントと考えられ「習得度」は知識，言

語概念，教科学習に関する技能を測定する教育的観

点からのアセスメントと考えられる。 

（6）前掲 注４ P．6 

（7）石隈利紀 「よりよい教育支援を実現するコーディ 

ネーションの基本」『発達の遅れと教育』NO.552 日

本文化科学社 2003 8 月 P．4  

（8）竹内惠子『教師の中の気がかりな子ＡＤＨＤ，ＬＤ， 

高機能 P．ＤＤ,統合失調症』2,003 P．108 

（9）納富恵子「患児と家族へのアプローチ―医療機関で

の学習障害への対応を中心に」『現代のエスプリＬＤ

（学習障害）の臨床その背景理論と実際』NO.398 至

文堂 2000 P．182 

(15) 太田信子・西岡有香・田畑友子『LD 児サポートプロ

グラムＬＤ児はどこでつまずくのか，どう教えるの

か』 日本文化科学社 2000 （10）榊原洋一『集中出来ない子どもたちＡＤＨＤなんで

もＱ＆Ａ』 小学館 2000 P．39 （16）文部省「学校不適応対策調査研究協力者会議」1992 

(17) 遠藤辰雄 『セルフ・エスティームの心理学 自己 （11）前掲 注４ P．８ 

価値の探求』 ナカニシヤ出版 1992 P．178 （12）上野一彦等他『ＬＤの教育学校におけるＬＤの判断 
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第２章 連携，協力を生かした実践例 

第１節 校内の連携，協力のもとで進めた取組 

（１）校内での連携，協力による授業形態の工夫 
   ― 小３ 男子 Ｃ児の事例を通して― 
①Ｃ児と学級集団の様子 

 Ｃ児について,担任や学年担当が，気づきのリス

トを使って，約一週間観察したところ，現象面で

不注意と多動に当たる行動が目立った。特に,多動

の中では，絶えず，自分の思いや考えを独り言の

ように話し続けることも多く見られ，みんなと一

斉に行う作業等は，集中して取り組むことが,苦手

であると思われる。しかし，体の一部は絶えず動

かしてはいるものの，担任の話を聞いていないの

ではないことから,視覚提示をして，今何をすれば

いいのかという指示が，しっかり本人に伝われば,

素早く行動する姿も見られる。 

 学習面では,身体表現を伴う音楽が大好きで,曲

に合わせてリズムをとり,みんなの前で指揮をす

るといったように，いきいきと活動する姿が見ら

れる。また,漢字の書き取りや計算問題といった，

自分で明確な目標がもてる活動に対しては,積極

的にかかわろうとする。加えて,国語や道徳なども

話の筋道がわかって興味をもつと，自分の意見を

よく話す姿が見られる。 

 しかし,友だちの意見を聞いて,自分の考えを深

めることは，ほとんど見られず,一方的に話し続け

ることが多い。また,学習をグループで行うと進ん

で参加することが難しく,グループから離れて遊

ぶ姿も見られる。指導者が，課題をうながす声か

けをすると自分の座席に戻るが，進んでグループ

のみんなと活動することは,あまり見られない。 

 生活面では，勝ち負けにこだわったり，失敗を

とても気にしたりすることが見られ，そういう場

面になると自分をコントロールすることが難しく

なり，大きな声を出したり，激しい動きを見せた

りすることもある。 
 一方，Ｃ児を取巻く学級集団の実態は，全体的

に真面目で，与えられた課題に対して前向きに取

り組もうとする姿勢が見られ，学習に対する興味

や関心は高い。また，少しずつではあるが，友だ

ちの様々な考えや間違いを大切にして学習を進め

ていけるようになってきたことは，図２－１のア

ンケートの学習場面で，自分が，集団から受容・

共感，必要・期待されていると思っている児童が

96.3％と割合であることからもいえる。教師対子

どもの関係に関しては,学級当初から，予定表や日

記指導，毎日の遊びの中で個との対話を心がけて

きた。アンケートでも，子どもは,教師に対して，

学習場面や生活場面で，自分を受容・共感されて

いると思っている児童が，100％とであり，児童と

教師との信頼関係は，築けていると考える。Ｃ児

に対しては，こだわりのもつ行動に対しては，戸

惑いは感じつつも，良いところを認めていこうと

する姿勢がみられるなど全体の雰囲気は，落ち着

いているように思える。しかし，一人ひとりの友

だちとのつながりをみてみると 85.1％となって

おり，先ほどと比べるとやや下がるのがわかる。

これは，自己中心的で自分本位の言動から友だち

とのいさかいを招いてしまう児童に対して,学級

の何人かが，不安や不満をもっていると考えられ

る。全体の雰囲気を大切にしていく一方,一人ひと

りの観察と対話をより，大切にしていくことが必

要であると思われる。 

 
②全校で支援する体制作り 
学校の取組として，特別な支援が必要な子ども

に対して，校内で共通理解をする中，対象とする

子どもに対して全教職員が，どのようにかかわっ

ていけばよいかという具体的な対応の仕方を考え

た。例えば，対象とする子どもが友だちともめご

とを起こした場合，要因を整理していく場に，担

任だけでなく，必ず，学年や教務主任といった第

三者を入れ，みんなが受容・共感する姿勢をもち，

落ち着いて話が聞ける環境を作るようにした。 0.0%
20.0%
40.0%

60.0%
80.0%

100.0%
１学習・友達

３生活・友達

５学習・集団

７生活・集団

９学習・教師

11生活・教師

２学習・友達

４生活・友達

６学習・集団

８生活・集団

10学習・教師

12生活・教師

必要・期待 
されている 

受容・共感

されている 

図２－１ 心の居場所をみる学級アンケート 

とりわけ，学習場面においては，対象とする子

どもが，学習目標に到達できるよう一番苦手とす

る学習内容に対して，少人数教育や学年合同学習

を取り入れるといったように，授業の設計を大切

にしてきた。特に対象とする子どもが，学習課題
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に到達するために，校内での人材を有効に活用し

た授業形態の工夫も取り入れるようにした。同様

に，養護育成研修や校内研究の場で，特別な支援

の必要な子どもについての共通理解が図られた。 
また，今年度６年生になる対象とする子どもに

ついては，一時間ごとに教科担当が変わる中学校

への進級を考えて，国語や社会や図工などについ

て教科担任制を導入することにした。また，学習

形態を工夫して，学年合同で行い，学習内容ごと

に指導者がローテーションを組んだり，分岐型に

して場を変えたり，Ｔ・Ｔ指導を取り入れたりな

ど学年を含む，その時に必要なメンバーで話し合

いが行われた。 
 Ｃ児に対しては，全教職員が，学校での生活面

においてがんばっていることがあると，その場で

具体的に認め担任に報告する，活動に入れない場

合は，何をするのか指示の内容を伝えるよう声を

かけるといったように共通の姿勢でかかわってい

くことにした。学習面では，国語や道徳といった

話し合いが中心となる時間について，グループ数

の指導者が入って行う分岐型のＴ・Ｔ指導の方法

を取り入れることでＣ児によりかかわれるように

配慮した。担当となった指導者は，どのようにＣ

児に支援していけばよいかということを明確に示

した指導案を基にＣ児が友だちとのコミュニケー

ションがスムーズにとれるように配慮するように

した。そして，取組が行われた後は，特別な支援

を必要とする子どもへの手だてはどうであったの

か，学習課題に到達できていたのかどうかなどの

評価を含めた話し合いが随時行われ，学校全体と

して一人の子どもを受けとめる姿勢を大切にし

た。 
 

③保護者との連携，協力した取組 
 保護者は，Ｃ児が家族や友だちに対して，上手

くかかわれないことに不安をもっている。まして

Ｃ児は，学校の様子には，ほとんど話すことが見

られず，学校の様子を聞かれると「楽しかった」

と答えるにとどまることが多い。しかし，嫌なこ

とがあると独り言をいって過ごすといった場面が

見られ，保護者は，Ｃ児に対して自分の思いをど

うにか言葉で伝えて欲しいと願っている。 
このように，保護者の願いを見つけることがで

きたのは，学校と保護者がＣ児について２章で述

べた視点を絞った話し合いをしたからである。 
次の頁の図２－２は，学校と保護者のＣ児への

願いに対して行った取組と，その評価をまとめた

ものである。  
まず最初に，Ｃ児が，自分の思いを言葉で伝え

るといった目的に対して，学校と家庭とでどのよ

うに具体的に取り組んでいくかということについ

て担任と保護者が話し合った。Ｃ児は，人とかか

わるとき，「ありがとう」「ごめんなさい」といっ

た言葉を決まり文句にして話すことが多く見られ

た。そこで，学校では担任，家庭では母親が，Ｃ

児の伝えたい思いを聞き，その都度適切な言葉を

知らせ，その場で話すよう働きかけるようにした。

どうしても心の安定が取れないときは，泣きなが

ら言葉をおうむ返しする姿も見られたが，「どうい

えばいいの。」と自分から言葉をさがす姿が学校で

も家庭でも見られるようになってきた。 
友だちとのかかわりをもつ喜びを味わわせたい

と思う願いについては，学校生活で楽しく友だち

とかかわれる場を設定することにした。Ｃ児は，

大変音楽が好きでリズム感も良い。そこで，朝の

会で取り組んでいる歌の指揮を何名かと担当する

ように働きかけた。また，Ｃ児が興味をもった遊

びをみんなに提案して，取り上げられるよう支援

をすることや，Ｃ児の活躍できる場面を作ること

を保障するなど集団で活動する喜びを経験させる

ことにする。 
さらに，学校での様子を伝えながら，家庭でも

人のかかわりの楽しさを味わわせるようにした。

母親は，Ｃ児が弟と一緒に協力してお手伝いがで

きたときなど大きな動きをつけて心からほめるよ

うにした。地域の行事にも積極的に参加をして，

人とのかかわる場をできるだけもつように心がけ

た。そうすることで，Ｃ児は，自分の働きかけで

人が喜んでいる姿を意識し，人とかかわることが，

とてもうれしいことに気づくようになった。家庭

でも同じで，母親にほめてもらえることを喜び，

また，その内容を繰り返すといったように，人と

のよいかかわりが，とても心地よいものであるこ

とに気づくことができた。このように，学校だけ

でなく，保護者と連携をとることで，今のＣ児に

とってどのような支援が必要なのかを的確に見つ

けることができた。くわえて，学校と家庭とが同

じ目的をもって，課題に向かって協力して取り組

むことで，今まで以上に効果が表われることが明

らかになった。 
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図２－２学校と保護者との連携，協力 

 
指導仮説・今，自分が客観的にすべきことを理解させ，その意識を持続させることによって，学習や集団活動に対する意欲と参加度

を高めることができるのではないか。 
・友だちとのかかわりをふやすことで社会性を身につけていくのではないか。 

家庭生活 学校生活 願い 変容・評価 変容・評価 

 
 
 
自分の思いを

言 葉 で 伝 え

る。 

 ４月～ １２月 
 
 

何を伝えたいのか
を担任が聞き，その
都度適切な言葉を
知らせ，その場で言
うように，働きかけ
る。 

４ 月～１２月 
 
 
何を伝えたいの

かを母親が聞き，そ
の都度適切な言葉
を知らせ，その場で
言うように，働きか
ける。 
 

・決まり文句のように
言っていた「ありがと
う」や「ごめんなさい」
から「どういえばいい
のでしょうね」と考え，
言葉をさがすようにな
った。 
・心が安定しない時に
は，泣きながら言葉を
おうむ返しすることも
ある。 

 
 
・決まり文句のように
言っていた「ありがと
う」や「ごめんなさい」
から「どういえばいい
のでしょうね」と考え，
言葉をさがすようにな
った。 

 
 
学習に集中

して，参加し，
友だちの話を
聞く。 

 ５月～１２月 
・個別に名前を呼
び，本人の注意を引
き，目を見て話す。
・視覚に訴える授業
作り 
・授業の中の活動に
変化を持たす。 
・本人の出番を作
る。 

 ５月～１２ 月 
・思いを伝えたい時
は，消せる音は消し
て，本人の前で話
す。 
・宿題をしている時
は，テレビをつけな
い。 
・宿題をしてからあ
そぶようにする。 

・ひとり言が減り，学
習に参加する時間が少
しずつ，増えてきた。
・自分の出番があるこ
とに喜びを感じ，それ
を表現するようにな
る。 
・継続はしにくい。  

・学校での話は，家で
しないが，担任にほめ
られたり，出番があっ
たりした時は，食が進
んだり，表情が明るか
ったりする。 
・名前を呼ばれると話
を聞こうとする意欲が
見られるようになって
きた。 

 
大切なこと

はメモをした
り，内容につ
いて質問した
りする。 
（宿題につい
て） 

 ４月～５月 
・予定表に家庭学習
の項目を作り，チェ
ック欄を毎日見て
声かけをする。 
・黒板の中央に大き
くはっきりと宿題
を書く。 
・理解できたかどう
か声をかける。 

 ４月～５月 
 
 
きちんとメモでき
ていたり，内容をと
らえて帰宅してい
たりするとほめる。

・意欲的に予定表に書
き写すようになる。  
・内容がわからないと
きは，「○○先生」とた
ずねにくるようにな
る。 
・慣れてくるとわから
ないまま，適当にして
しまうことがでてき
た。 

 
 
 
 
意欲的に宿題に向か

う。 

 
 
 

友だちとか

かわる楽しさ

を味わう 

 ・朝の会の歌のプ
ログラムでの指揮
の担当をするよう
にする。 
・全員遊びで仲良く
遊ぶＣ児の提案を
生かす。 
・お楽しみプログラ
ムでの出番を作る。

 
 
・お手伝いを弟と一
緒に協力してでき
たときにほめる。 
・人とかかわる場に
参加させる。 

・友だちと一緒に歌う
ことや歌をリードする
ことに楽しさを感じて
いる。 
・「みんなが喜んでくれ
はった」「みんなに花丸
をさしあげたいです。」
等の言葉が増え，友だ
ちの様子を気にかけ，
それをよろこぶことが
増えてきた。 

 
 
 
・ほめられることを喜
び，ほめられた内容を
くり返そうとする。  

  

④手だてを組み込んだ授業の実際 れの自分の夢を追究していくという価値に気づ

き,３年生なりに自分のあり方を見つめて欲しい

と願った。特に,Ｃ児については,友だちの意見を

聞く中で,自分の思いと同じ部分を見つけること

によって，交流することの楽しさを見つけて欲し

いと考えた。そこで,Ｃ児を同じ人物を選んだ子ど

もたちのグループの中での活動を考えた。そして，

学級を３人で指導をするといった協力指導を取り

入れることにより，一人ひとりにていねいに支援 

先に述べたように，Ｃ児にとって，授業場面は，

友だちと相互のかかわりがもてる重要な時間であ

る。校内の体制の中でも，子どもの学習目標を達

成させるために,授業形態を工夫した。 

次の頁の表２－１に示したように，今回取り上

げた道徳の授業では,伝記に出てくる「ナイチンゲ

ール」「エジソン」「王貞治」の３人の共通点や相

異点を友だちの交流を通して深めることでそれぞ 
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学習活動・内容 支援・指導上の留意点 
○全体への支援 ◎Ｃ児への支援 評価の観点 

1．人物を選んだ理由に

ついて話す。 
 
2．伝記上の人物の目標

の実現につながる心に

ついて話し合う。 
・３つのグループに分か

れて話し合う。 
（１）どんな心をもって

いたから目標をやり遂

げることができたの

か。 
 
 
 
（２）人物のどんな心が

すてきだと思います

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．目標の実現につなが

る心について話し合

う。 
・全体で話し合う。 
 
 
 
 

○人物の絵を提示する。 
◎興味を持てるように，前時に学んだ人物につ

いて何か覚えているかと声をかける。 
 
 
 
 
 
・考えを整理しやすいようにグループごとにボ

ードを用意する。 
○前時に書いた心に残った場面の絵カードをみ

て話すように声をかける。 
・意見の交流がしやすいように場の設定をした

り，ボードにネームプレートをつけたりする。 
◎学習に参加できるよう数名の指名の後にＣ児

を指名する。 
◎ボードに考えた心を書いたカードをはり，そ

れを見るよう声をかける。 
◎興味がそれると肩をそっとたたき，指導者と

目を合わすようにする。 
○訳を話したり，自分のことと重ねて話したり

するよう助言する。 
◎ボードや黒板の距離を短くし，集中できるよ

うにする。アイコンタクトをふやす。 
◎数名の指名（２人）の後，指名し発表の場を

与える。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
【関心・意欲・態度】 
 

○◎興味・関心の時間が長く持てるように３

つのグループに分け，それぞれに指導者が担

当する。(協力指導) 

目標をもつことの大

切さや目標に向かい，

努力してやり遂げる

にはどうしたらよい

かを，自分の問題とし

て考えようとする。 
(子どもの発言) 

話している友だちの意

見を聞こうとする。 
（観察） 

○３人の目標の実現につながる心の共通点や

相違点に気づき，考えを深めるために全体で

の話し合いの場を設定する。 
◎授業形態を変え，興味が持続できるように

する。 

 

 

教科  
道徳  目標に向かって 

ねらい 
◎目標をもつことの大切さについて考え，目標に向かい，努力

してやりとげる態度をやしなう。 
○友だちとのかかわりの中で，自分と同じ考えがあることに気

づく 

集 中 持

続 

・学級全体が話を聞ける体制になるまで待つ。 
・導入時にフラッシュカードを使って前時の復習を 

することで興味や意欲を持って学習に取り組めるようにす

る。 
・興味を持続するため，目先を変えた学習の流れを考える。 
・適切な声かけをして意識を集中させる。 
・座席・授業の形態 

指 示 理

解 

・視線を合わせて指示を送る。 
・机間指導をしながら指示が理解できているかどうか把握し適

切な質問や声かけをして意欲をもたせる。 

学 習 理

解 

・具体的な提示物を使って楽しみながら，問題把握ができるよ

うに工夫し，意欲をもって課題に取り組めるようにする。 
・グループで自分の考えを交流することで相手の考えと自分の

考えの違いに気づく。 
・黒板で具体物を操作しながら自分の考えを発表する事で理解

を深める。 

 
社会性 

 

・グループの学習活動を行うことにより，自分の考えを友だち

に伝える。 
・相手意識を持ち，自分の思いを伝えることと相手の話を聞く

ことの大切さに気づくようにする。 
・指導者の適切な声かけで，ほめたり，認めたりする場面をも

ち，情緒の安定を図る。 

表２－１  Ｃ児に焦点を当てた指導案 が行われ, Ｃ児によりかかわりがもてた

り，話合いを深めたりできるのではないか

と考えた。加えて，今回の授業のねらい

を達成するため,昨年度と同様四つの観

点を示した。集中持続では,導入時に人物

の大きな絵カードを提示することで集中

させるようにした。 

また，自然な形で授業に参加できるよ

う声をかけることや指名の順番をあらか

じめ決めておくなど，Ｃ児が活躍できる

場所の設定を行った。指示理解では,課題

の確認を，Ｃ児と視線を合わせて話をす

るようにした。また，集中が途切れると

独り言が多くなるときには,声をかけて

静止するより，そばにいって，そっと肩

に手を置いて，こちらに注意を向かせ,

指示を理解できるようにした。学習理解

については，人物の絵や心のカード等の

提示物を使って，楽しみながら問題把握

ができるように工夫をした。また，学級

を３つのグループに分けて話合いをする

ことによって，内容を深く掘り下げて話

し合うことができるようにした。全体の

話合いでは，各グループの話合いの内容

をボードに書いておき，何を話し合って

いた。社会性では，授業の形態を変え，

途中でグループに分かれて話し合いをも

つことで，友だちとのコミュニケーショ

ンがスムーズに図れるようにした。加え

て，Ｃ児が必ず発表できる場を作ること

によって，学級の一員としてみんなと授

業を創り上げていく楽しさを味わわせら

れるよう心がけた。               

                        

⑤取組を通して 

Ｃ児に対しては，全校体制で受け止め

ていることから，全教職員が，Ｃ児の今

の課題を理解し，どうかかわればいいの

かということを具体的につかむことがで

きた。例えば，縦割りの集会のときでも，

Ｃ児の得意な音楽的表現を取り入れた遊

びを組んでいくことを重ねることによっ

て，Ｃ児は自分から進んで友だちとかか
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②全校で支援する体制作り わって遊ぶことが増えてきた。授業においても，

全教職員がそれぞれの立場で協力をしたため，形

態を工夫するなどいろいろな方法や手だてを考え

ることが可能になり，Ｃ児とのかかわりを増やす

ことができた。そのことによって,今まで自分の思

いをことばでなかなか伝えられなかったＣ児が，

自分の思いを伝えようとことばをさがすようにな

り，学習に意欲的に参加する時間が長くなった。 

 Ｉ児の様子を気づきのリストを使ってまとめて

みた結果，多動，衝動に当たる行動が目立った。

多動面では,刺激を受けると机・椅子をガタガタさ

せたり,特定の友だちに何度もかかわったり，離席

することもあった。衝動面では,ルールにこだわる

ことから友だちとのいさかいが生まれ,どんどん

気持ちが高ぶることで自分の気持ちが抑えられな

くなる状態もよく見られた。 担任だけのかかわり

でなく,学校体制として,教務主任や管理職などが

教室で子どもたちとかかわることにした。友だち

とのもめごとが起こった時は，内容を整理し，ど

ちらも納得がいくようていねいに対応していくこ

とを試みた。 

また，学校と保護者とが連携，協力することは，

Ｃ児の心の安定にもつながり，Ｃ児の一番苦手で

あった家庭学習が今までよりも意欲的に取り組め

るようになってきたなどＣ児にとって大変良い結

果がでている。 

 しかし，現在の学級集団は，こうした I 児を受

け入れて，共に高まりあう状況には，なっていな

い。Ｉ児の問題と学級の問題とが相互に好ましく

ない方向へと向かう状況がみられた。 

 

（２）校内での連携，協力による 
個を生かす場の活用 

   ― 小６ 男子 Ｉ児の事例を通して― 
  そこで,学校長，保護者,担任，育成学級の担任

との協議の上で，時には育成学級の場を活用して

Ｉ児の学習を保障していくことにした。同時に，

学級集団もよりよい人間関係が築けるように指導

を充実していくことにした。 

①Ｉ児と学級集団の様子 
 気づきのリストを使って I 児を観察したとこ

ろ,現象面では,不注意と多動に当たる行動が目立

つ。課題をしっかり理解していれば一生懸命に取

り組むことができるが自分のやらなければならな

い課題が明確でない時に席を離れることが多い。

また,落書きをしたり,よそ見をしていたりなど

と，一見話を聞いていないように見える。ただ,

後片付けが苦手で,出したものが積み重なって分

からなくなることがあり,忘れ物もよくある。ま

た，反応することや理解することは,大変素早い

が,物事の先を見通すことが苦手である。 

 もう一方で，Ｉ児の社会性を高めていくために

学級集団以外の場として,部活動での指導を充実

することにした。 

◎育成学級の場を活用して 

 今回 I 児は，作業が自分の思うようになかなか

進まず,自分に対しての自信を相当に無くしてい

ることが多かったため，育成学級の場を活用して

じっくりと作業に取り組めるようにした。落ち着

いた雰囲気の中で，Ｉ児に課題達成の喜びを味わ

わせることで，自分に対する自信を回復して欲し

いと願った。また,I 児の苦手としている作文も，

時間に追い立てられることなく,個々にじっくり

と取り組むことで作品や出来上がったものに満足 

 学習面では,算数や理科を得意とし,自力で問題

を解決していくことができる。実際, Ｔ・Ｔ指導

でおこなっている算数の時間は,意欲的に学習を

している。しかし,自分の思いや考えを書くといっ

た日記や作文は大変苦手とし,十分な時間を必要

とする。音読なども苦手としていたが,母親と一緒

に新聞を読むなどがんばる姿が見られる。 

感を得ることができるであろうと考えた。 

◎部活動を通して 

I 児は，走るのが好きで，現在,陸上部に所属し

ている。I 児にとって，部活動は異学年の多人数

の集団である。また，走るという目的が一致して

いるので，少々多人数であっても人間関係が作り

やすいと考える。また,指示することに一定のパタ

 最近では,集中が途切れそうになると，自分で集

中を持続しようとする姿やすぐに反応することを

制御しようとする姿が見られるようになってきて

いる。病院には，定期的に受診をしており,薬も服

用している。 
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ーンがあり,自分のするべきことや，みんなに伝え

ることがわかりやすいと考える。I 児がこだわる

ルールや約束がわかりやすいこともあり,自分の

目標を定めやすく,努力の結果も見えやすく,自信

をもたせやすい。このように,I 児に対して,個の

ニーズに合った場の設定で I 児の伸ばせるところ

をどんどん伸ばしていきたいと考えた。 

③保護者との連携,協力した取組 

 I 児が，個別の指導や部活動の中で自分の力を

発揮し,学校生活の中でいきいきと活動をはじめ

ると， I 児に対する願いを語る保護者の姿が増え

 
指導仮説  
良好な人間関係を作り上げるのに，I児にふさわしい集団を適切に判断し，可能な限り整えていく。その中で I児自身が，他人の行動や思いを受け止

めることや，自分自身で行動や言動に制御を加えた経験を積み重ねることで社会性を身につけていくと思われる。そのためにも，常に自分の課題を意識
できるような存在も必要であろう。 

家庭生活 学校生活 願い 変容・評価 変容・評価 

 
生活のリズ

ムや行動の見

通し に の っ

て，学校及び

家庭生活がで

きる 
 
 

 ４月～ １２月 
 
 
１日の予定をきっ
ちりと確認し，変更
をできるだけ避け
る。 
変更は事前に納得
した上で行う。 

 
 

４ 月～１２月 
 
 
忘れ物がないよう
に,持ち物,宿題の連
絡を学校と取り合
い,予定が順調にす
すむようにする。 
 

 
 
 
予定の変更にもこだわ
りが少しずつ減ってき
ている。 
 

 
 
 
忘れ物に対する意識が

でてきた。 
 
 

 
 
 
苦手なこと

にも姿勢を身

につ け さ せ

る。 
 

 ５月～１２月 
 
 
まず,努力したこと
や取り組んでいる
ことを十分に評価
し,苦手なことにも
歩みだそうとする
意欲を引き出す。 
 

 ５月～１２ 月 
 
 
 
学校での様子を聞
き,よかったことは,
話題にし,評価して
いく。 
 

 
 
 
最後まで取り組むこと
が増えてきて，できば
えも以前よりすばらし
い。 
 
 

 
 
 
自分のがんばることを

家族に知らせ,評価を

求めるようになってい

る。 
 
 

 
 
相手の嫌がる

行動や言動を

減ら し て い

く。 
 
 

 ４月～５月 
 
行動とそのおもい
とは，切り離して考
え,行動には,注意を
し，思いには,十分寄
り添いながら,語ら
せ,自分自身で考え
させて方向を決め
させる。 
 

 ４月～５月 
 
弟や家族とのトラ
ブルの際にも十分
言い分を聞きつつ,
じっくりと話しこ
んでいく。 

 
 
相手の嫌がる行動や言

動は,目に見えて,減っ

ているが,時々やって

しまう。 

 
 
 
家族の様子から優しい

言動や行動が出てきて

いる。 
 
 
 

 
 
作文などの自

分を上手に表

現することに

とりくむ。 
 
 

 
 
朝の会のスピーチ
やおわりの会の日
記を少なくてもよ
いのでじっくりと
最後まで取り組ま
せる。 

 
保護者と一緒に読

んだり,話したりす

る機会をできるだ

け取れるよう学校

での様子をつかん

でもらう。 
 

 
 
自分から取り組もうと

する姿が見えてきた。

 
 
 
 
母と一緒に新聞を読み

続けている。 
 
 

図２－３ 学校と保護者との連携,協力 
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てきた。 

 図２－３は, I 児に対して学校と保護者の連携,

協力のもとで取り組んだことをまとめたものであ

る。 

I 児がこれから生活していく上で改善していか

なければならないことは，リズムのある生活だっ

た。特に,予定を意識させ,１日のリズムを知らせ

るようにした。学校の時間割や行事等もできるだ

け,変更することがないようにこころがけていく

ことにした。家庭では,忘れ物をしないことについ

て意識させ,今日一日の予定がスムーズに終わっ

ていける経験を増やすことにした。このことによ

って,I 児は,持ち物に対して意識をし,自分で努

力をして,忘れないように行動した。もちろん家庭

や学校で認めることによって,もっとがんばろう

とめあてをもつことができるようになってきた。 

 また，最も友だちとのもめごとの原因になった

のは,つい相手を傷つける言葉を発してしまうこ

とである。I 児自身は,気がつかないことが多いた

め,指導者や保護者が気がつくと言葉を取り上

げ,I 児の気持ちに共感しつつ，こういう言葉は人

の心に傷をつけることになるなどといったソーシ

ャル・スキルを教えることにした。こちらが，ゆ

ったりと受け止めることにより,母親に優しい言

葉をかけるようになり,おだやか１日が終わるよ

うになった。自分の苦手としている作業でもじっ

くりと時間を与えてやりきらせることで,できる

喜びを味わうことによって,最後まで課題にむか

ってがんばれるようになってきた。家庭でも正し

く評価してもらえることがうれしくて,自分でで

きたことをいろいろと話をするようになった。学

習面でも日記や作文といった自分を表現すること

にも取り組めるようになってきた。 

 今まで,I 児の自分に対する自己評価は大変低

く,何事においても悲観的な一面が見られたが,学

校と保護者が I 児の自尊感情を高めて，I 児に対

する願いをいれたプログラムを実施することで,I

児の自信が出てきたと思われる。 

  

④手だてを組み込んだ部活動の実際 

 I 児にとって集団の中で生活することは,社会

性を学習する上でも大切だと考える。そこで,陸上

運動の部活動を通じて，I 児にとって集団を意識

し，その中でリーダー性を育てていくことにした。 
協力校で実施されているこの部活動は，自分の力

を伸ばしたいという思いで入部している子どもが

多いが，部の方針として大切にされていることは，

個人の技能の追求や活動の結果のみに興味・関心

を奪われることなく，協力し合って活動すること

である。集団活動を展開する上で，部全体の目標

と個人の目標を立て，活動の記録や結果も，それ

ぞれの目標に照らして評価する中で，部員相互に

長所を認め合い，賞賛するような温かい人間関係

を育てられるものとして位置づけられている。そ

のためにも，指導者の場面や状況に応じた適切な

助言が必要であると考える。 

陸上部では，６年生の女子２名と I 児が中心と

なり，活動を進めている。I 児は，活動には大変

意欲的であり，活動の見通しを事前にもたせるこ

とによって，きちんとリーダー性も発揮する。他

の６年生は，I 児ともめごととなる状況はどんな

ときかということをつかんでおり，認め合いなが

ら，活動全体を進めている。 しかし，４・５年

生は当初，I 児のこだわりのあるかかわりに振り

回され，もめごとになることがあったが，指導者

が I 児の思いについて橋渡しして伝える中で，も

めごとは減ってきた。 

一方，もめごとがあった時には，指導者と I 児

がじっくりと話し込み，原因を探っていくことに

した。そうすることで，I 児自身で自分の目標を

決め，自分を制御できる場面が増えてきたようだ。      

また，活動の記録や結果も指導者・部員の両方

から評価されることで，努力すること・達成する

こ と の 喜 び を 感 じ と る こ と が で き た 。      

表２－２は,I 児に焦点を当てた部活動の活動案

である。今回の活動では，集中持続の視点では，

活動に見通しをもつことができるよう，I 児には

活動プログラムを書いたカードを持たせるように

した。また，活動の途中に何度か評価や賞賛を行

い，短いステップで達成感を味わわせるようにし

た。指示理解では，活動をしている際，観察を通

して I 児が活動内容をしっかりと把握できていな

いとわかったら,指導者が寄り添い理解している

かどうかを確認することにした。社会性について      

はリーダーとしての場面を作り出すようにし，全 

体への指示を出すことや,先頭に立って活動させ

るようにした。 

このように，リーダー性を発揮した場面では,

認めたり賞賛したりすることで,達成感を持たせ

ていきたいと考えた。また，メンバーとのもめご

とが起こりそうな時には自己コントロールができ

るよう指導者からサインを出すことにし，もめご 
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  陸上 走運動 
ねらい ◎活動の見通しを持ち，自主的・自覚的に活動に

取り組むことができる 
○異年齢集団の中で，リーダー性を発揮させる 

集中持続 ・活動の事前に，活動の見通しを持つことができ 
るよう個別に活動見通しを確認する。 

・活動の途中でも活動に対する評価や賞賛を行 
い，短いステップで達成感を感じさせる。 

指示理解 
活動理解 

・活動中に内容がわかりにくそうなら，寄り添い

理解しているかを確認する。 

社会性 

・６年生のリーダーとしての場面を作り出すよう 
にし，全体への指示先頭で実行させるようにし 
て，リーダー性を発揮させる。 

・リーダー性を発揮した場面では，認める，賞賛 
する場面を持ち，達成感を持たせる。 

・トラブルが発生しそうなときには，自己制御が 
かけられるようにサインを指導者から出す。  

・トラブルが発生したときには，全体への説明と

本人に考えさせる時間を設ける。 

  
活動と内容 

 
指導上の留意点と支援 
◇ I 児への支援 

評価の視点 
◆I児への評

価の視点 

事

前 

 
・活動の見通し

をリーダー

に伝える。 
・本活動の中心

になる練習

を伝える。 

・活動の見通しを復
唱させる。 
◇活動の見通しが持
てるように カード
を持たせる。 

・中心練習では指導者
の支援があることを
伝える。 

 
◆活動の見

通 し を 

持つこと

ができた

か。  

当

事 

・全員で挨拶を

行う。 
・ストレッチ運

動を行う。 
・歩→走への慣 

らし運動を

行う。 
・体を温めるペ

ース走を行

う。 
・走のフォーム

作りのドリ

ル を 行 う 。

（スロー→

ファースト） 
・短距離の練習

を行う。（短→

長） 
 

・二人組みのス

トレッチ運

動を行う。 
・片づけを行

う。 

 
・自覚的に練習に取り

組む雰囲気を作る。 
・リーダーは全体の様

子を見ながら行う。 
◇I 児が先頭で全体を

リードさせるが，ペ
ースを上げがちにな
るので，制御をする。 

◇よいフォームが身に
ついてた時には，認
める場面を持ち，達
成感を持たせる。 

・集中して練習に取り
組めない 子には，
リーダーが声をかけ
るようにする。 

◇リーダーとして，全
体に指示するとき
に，落ちついて行う
ようにさせる。 

◇トラブルが発生しそ

うなときにはサイン

を出し，自己制御を

促す。 

 
 
 

◆ペースの 
制御をする 
ことができ 
たか。 
◆認められ 
る走りがで 
き，達成感を 
持つことが 
できたか。 
 
◆落ちつい 
て，全体に指 
示ができた 
か。 
 

事

後 
 

 
・活動のまとめ 
をする。 
・全員で挨拶を

する。 

・個別に活動でよかっ

たことを 認め合

い，活動の達成感を

共有する。 
・次回の練習への意欲

を高める。 

 
◆寄り添い 
ながら，認め 
ていく。 

表２－２  I 児に焦点を当てた部活動の計画 

とが起こった時には，全体への説明と本人に孝え 

る時間を設けて，みんなが納得した形で部活動を

終わるようにしていった。陸上部という異年齢の

集団の中，I 児のリーダー性を伸ばすことによっ

て，少しずつ自信がもてるようになってきたのか，

喜んで活動に参加するようになってきた。今後も，

I 自身に自分の課題を常に意識させる中，リーダ

ーとして育てたい。 

⑤取組を通して 
育成学級の活用は,緊急非難的なものであった

が,少なくとも落ち着いた環境の中で指導者との

信頼関係を築くことができた。個別の学習をする

中で，I 自身が，指導者に対して寄り添う関係が

できたのか，つまずくことがあってもいらいらせ

ず，自分自身を振りかえることができるようにな

ってきた。友だちに対して発する言葉も自己弁護

や他人に責任を押し付ける内容が減り，本人が自

己をコントロールする場面が増えてきたようであ

る。また，友だちといさかいが起こりそうな時に

は，指導者のサインを受けて，自己制御をかける

ようになり，その後，別室で心の落ち着きを取り

戻すといった行動様式を確立することができた。 
I 児は，個別の学習の場でも部活動でもリーダ

ー性を発揮する場面が見受けられ,達成感に支え

られつつ,確実な歩みを続けていると思う。 

一方では,I 児がどの集団の中でも，自分の力を

十分に出していけるように，学校体制を組んで支

援をしていくことが重要である。すなわち,支えあ

う学級集団をベースに I 児が自分の目標や課題を

意識し続けるような学習形態や方法を学校と学級

担任とが一緒になって見つけていくことである。 

このように，Ｉ児に焦点を当てた取組は，Ｉ児

だけでなく，一人ひとりが認められる学級集団作

りを進めていくこととなり,すべての子どもが望

んでいるものである。今後 I 児に対して,集団の中

で育てていくには,どのように条件を整備し,どう

いう場で支援していくのかなどといった学校とし

ての方向性を保護者と懇談を深める中で,校内委

員会を中心に示していくことが求められているの

である。 
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0.0%

50.0%

100.0%
① 学習・友達

③ 生活・友達

⑤ 学習・集団

⑦ 生活・集団

⑨ 学習・教師

⑪ 生活・教師

② 学習・友達

④ 生活・友達

⑥ 学習・集団

⑧ 生活・集団

⑩ 学習・教師

⑫ 生活・教師

必要･期
待される

受容･共
感される

図２－４ 心の居場所をみる学級アンケート 第２節 専門家との連携，協力の 
もとで進めた取組 

  
（１）医療関係者との連携，協力をした取組 

― 小４ 男子 Ｄ児の事例を通して― 
 
①Ｄ児と学級集団の様子から 
 Ｄ児について，気づきのリストを使って観察し

たところ，現象面では，多動と衝動に当たる行動

が目立った。特に，自分の思いが友だちにスムー

ズに伝わらない場合，おもわず口調を荒げてしま

うなどの様子が見られた。また，グループ活動や

学習では，指示された内容をはっきり理解してい

ると，リーダー的な役割を進んで行い，友だちを

ぐいぐい引っ張っていく頼もしい姿勢が見られ

る。しかし，一斉活動や学習になると，集中する

ことが難しくなり，さらに何をすればいいのかわ

からなくなると，手遊びをしたり，友だちとおし

ゃべりをしたりするなどの行動が見られるように

なる。 

図２－４は一人ひとりが満足しているかという

心の居場所をみる学級アンケートである。これを

見ると教師に対して生活や学習の場面で，自分が

受容・共感，必要・期待されていると思う子ども

は，平均して 97％と割合が高い。しかし，集団の

中で自分の存在が認められているかというと疑問

である。なぜなら，学校での生活において，必要・

期待されていると思っている児童は，63.2％，学

習場面では，71.1％と低い数値になっているから

である。担任との関係はいいけれど，自分の意見

を安心して言えるという学級集団としての仲間意

識がやや弱いのではないかと思われる。このこと

は，Ｄ児に対する態度からもうかがえる。例えば

Ｄ児に対しては，Ｄ児の良いところを認める声も

よく出るようになってきたが，もめごとが起こり

そうになると，周りの友だちが自分の言いたいこ

とをがまんして，Ｄ児の思うように事を運ぶとい

った様子が見られるのである。このように，誰か

が我慢をしているといったことを繰り返している

とＤ児だけでなく，学級全体の不満へとつながっ

ていくと考えられる。 

 学習面では，計算問題のように答えがはっきり

とし，どんどん問題を解いていくことができるよ

うなものが得意である。特に，音楽は大好きで，

聴いたり，歌ったり演奏したりすることに対して

大変興味が強い。また，教師の言葉からいろいろ

なものを発想していく力はすばらしく，次々と面

白い考えを発表していくが，まわりを考えず，す

ぐ口に出してしまうところから，みんなの不満を

招くことが見られる。 
 生活面では，勝ち負けにこだわりをもっている

ため，ルールが守れないことがあり，友だちとの

もめごともよくある。しかし，その後，担任とと

もに整理をしてみると冷静になり，素直に自分の

間違っていたところを認めるなど，友だちを大切

にしていきたい思いは強くもっている。そのため，

友だちとの関係がぎくしゃくすると自分を責めて

しまい，泣きながら担任に話をすることもあった。

本人も「すぐにかっとなって手を出したりしない

ようにしたい。友だちとなかよくしたい」と切実

なる願いをもっており，自分の気持ちをコントロ

ールしていくことの大切さに気づいているが，ど

うしていけばよいのかその方法がわからず，ジレ

ンマになっている様子が見られる。 

そこで，学級全体として，一人ひとりが授業の

中で互いにかかわる中で，高め合い力を付けてい

くような学習の場を設定するようにし，一人ひと

りの自己肯定感を育てていくようにした。Ｄ児に

対しては，遊びの前にルールを確認することによ

って，みんなとのもめごとを少なくするようにし

た。もめごとが起こったときには，担任が一緒に

中に入り，ルールに立ち返って考えることでみん

なが納得した解決をしていくように心がけるよう

にした。  
 一方，Ｄ児を取巻く学級集団の実態は，全体的

に明るく元気な子どもたちである。困っている友

だちには，声をかけて助けようとする姿もよく見

られる。また，休み時間には，遊び係りを中心に

学級全員に声をかけ遊んでいる。 

②医療関係者との連携，協力した取組 
 Ｄ児は，第２学年の時に，ＡＤＤと診断されて

いる。保護者が，医療関係に携わっていることか

ら，Ｄ児の行動が気にかかり，診察を受けたよう

 特別支援教育 20 
 



であった。担任は，３年生からの受け持ちであり，

学期に一度，小児科の先生と保護者，担任と学校

長を含めて，話をする機会をもつことにした。 

 次に，学校や家庭での現在の取組とそれぞれの

Ｄ児を観察した様子を話し合うことで，今の取組

を継続していってよいか，また，これからの課題

は，これでいいのかといったように指導の方向性

を確認することができた。 
 そこでの話し合いは，まず，ＡＤＨＤの行動特

性から考えて，Ｄ児が起こす行動の背景の要因を

探ることからはじめた。授業中に集中することが

苦手なことやルールを守れないといったことは，

自分の意思ではなく，短期記憶が苦手であるとい

うアドバイスを主治医から受けたことによって，

Ｄ児の一つひとつの行動を整理していった。 

 さらに，効果が上がったのは，担任や保護者に

とって主治医の存在が，取組への自信となったこ

とであった。なぜなら，子どもと直接生活をとも

にしている保護者や担任は，Ｄ児への取組が行き

詰まったりすると，不安になることも多くあった

図２－５ 学校と保護者との連携，協力 

 
指導仮説 
・今自分が客観的にすべきことを理解させその意識を持続させることにより学習や集団活動に対する意欲と参加度を高めることができるのではないか。
・その場の状況を判断し，友だちにどうかかわればよいか具体的な方法をできるだけ，たくさん教えていくことで,社会性を身につけていくのではない

か。できたことをほめ，自信を持たせることで友だちへのかかわり方もかわっていくのではないか。 

家庭生活 学校生活 願い 変容・評価 変容・評価 

 
自分の思い

とおりになら

ないことがあ

っても，手を

出さず，落ち

着いて話をす

る。 
 

 ４月～ １２月 
 
・じっくり話を聞
く。 
・どんな理由があっ
ても相手に暴力を
ふるってはいけな
いことを落ち着い
ている時に話して
いく。 

 
 

４ 月～１２月 
 
・思い通りにならな
いことがあった時
じっくり話を聞く。
・落ち着くまで待
つ。 
・自分の部屋に入っ
て一人で考える場
を設定する。 

 
 

 
 
 
けんかの仲裁をした際
「でもぼく，手は出し
たらあかんとおもった
し，がまんした」とい
う言葉が出た。 

 
 
落ち着いて考える場が

あれば，自分を振り返

り，反省できるように

なった。 
 

 
 

当番の仕事を

さ ぼ ら な い

で，できるよ

うにする。 

 ５月～１２月 
 
 
・当番を確認する。
・仕事の内容を細か
く示しておく。 
・仕事をしていると
ころを具体的にほ
める。 

 ５月～１２ 月 
 
 
・お手伝いは自主性

にまかせる。 
・自分のことを自分
でやるように励ま
し，できればほめ
る。 
 

 
 
給食当番のお盆ふきの
仕事を自分から進んで
やるようになり，ほめ
ると「仕事はちゃんと
やらなあかんもん」と
うれしそうに答える。

 
 
 
自分から進んでお手伝

いをする回数が増えて

きた。 

 
 
 
友だちと信頼

関係を築く。 
 

 ４月～５月 
 
・物の貸し借りやお

ごりあいをして
はいけないこと
を教える。 

・遊びに行くとき，
お金は持たない
よう学級全体に
声をかける。 

 ４月～５月 
・残って遊んで良い
日を決める。 
・遊んだ時の話を聞
く。 
・相手の友達の家と
連絡を取り合う・ 
・持ち物やお金の管
理に気をつける。 
 

 
おごりあいをしてはい

けないことがわかった

ようである。 
 しかし，友だちの作

り方という面では何が

いけないのかわかって

いるのかどうか不安な

面がある。 

 
 
・友だち同志でおごり

合いをしてはいけない

ことはわかったようで

ある。 
・欲しい物は,がまんで

きないことがある。 
 

 
 
人のものと自

分の物の区別

をつける。 
 
 

 

 
・となりの人のもの
を勝手に使わない
よう学級全体に声
をかける。 
・相手の意思を聞く
ようにする。 
・借りた時には,「あ
りがとう」といって
返すようにする。 

 
・自分の物を入れる

場所を作る。 
・「その手でなおそ

うね」と声をかけて

後始末ができるよ

うにする。 
 

 
 
 
友だちに貸してもらえ

ない時には，担任のと

ころへ，「貸してくださ

い」とたのめるように

なった。 

 
 
 
 
まだまだやりっぱなし

のことが多い。 
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からである。そのとき主治医は，保護者にとって

担任以外にも相談できる存在であり，担任にとっ

ても医学的立場から助言，相談できる頼もしい存

在であった。 
 しかし，あくまでも，主治医の助言は，Ｄ児個

人に対する医学的見地からのものである。 
そこで，学校としてのＤ児への取組は，Ｄ児を含

む学級集団を育てていく視点を忘れず，医学的ア

ドバイスを参考に，学校として適切な支援を考え

ていくことが求められた。 
 
③保護者との連携，協力した取組 
 図２－５は，学校と家庭とで連携，協力してＤ

児の支援に取り組んだ内容と評価をまとめたもの

である。 

保護者は，Ｄ児が，自分の気持ちをコントロー

ルすることが難しい時に起こす行動によって，友

だちとの関係がうまく築いていけないことについ

て大変不安をもっていることから，みんなと心か

ら仲良く遊んで欲しいと願っていた。 

 そこで，Ｄ児が気持ちのコントロールが難しく

なった時に，その場から離れるとか，自分の心に

話し掛けて落ち着かせるといったソーシャル・ス

キルを中心に学校と家庭とで取り組んでいくこと

にした。 

学校では，担任との関係がうまくいっており，

担任がその場でじっくり話を聞くことで落ち着く

ことができた。しかし，家庭でのＤ児は，自分の

気持ちが強く出てしまい，興奮するとなかなか気

持ちを収めることができないことも多くあった。

よって，Ｄ児がどうにも気持ちが抑えられない時

には，家庭でもＤ児が心を落ち着かせることがで

きる場を設定し，そこでじっくり話を聞いたり，

落ち着くまで待つようにしたりした。こうして，

Ｄ児が気持ちを抑え切れない時に，担任や保護者

が，落ち着いた場所で,Ｄ児に共感し受け止めると

いう姿勢で接していくことで，少しずつ，Ｄ児が

自分を振り返り，反省する姿を見せるようになっ

てきた。 

 また，Ｄ児は友だちと一緒に遊びたい時のかか

わりをお金を使うことで仲間意識を持てるのでは

ないかと思っていたことがあった。そこで,友だち

へのかかわり方については，学校と家庭とが密に

連絡を取り合い，友だちについて話し合う時間を

とることや物やお金の絡んだ問題が起こらないよ

うに，保護者がＤ児の持ち物やお金の管理に気を

配るようにした。 

以上のように，学校と保護者が連携，協力する

ことによって，担任と保護者の信頼関係が深まる

こととなり，どちらもＤ児に対して余裕を持って

接することができるようになってきた。最近では,

Ｄ児の会話の中に，学校や家庭や家族の話がよく

出てくるようになるなど，これから高学年にむか

うＤ児にとっても学校と保護者が連携し，協力す

ることは大変重要であると考える。 
 
④手だてを組み込んだ授業の実際 
 Ｄ児は，音楽が好きで，聴いたり歌ったり演奏

したりすることに対して大変関心が強い。また，

正しく音程を取ったり，きれいな音色でリコーダ

ーを演奏したりすることができる。 
そこで，表２－３に示したように，今回の音楽

の授業では，初めて２部合唱の範唱を聴き，重な

りの美しさを感じ取って欲しいと考えた。そして，

主な旋律を覚え，パートを分担しながら声を重ね

てみるようにしていくことにした。また，主体的

に活動できるように，各自練習できる時間を設け

た後，リレー唱を行い，うまく重なっているか友

だちの歌声を聴き，全員で２部合唱を行い，みん

なで音楽を楽しむ経験を味わわせたいと考えた。 
今回の授業のねらいを達成するため，集中持続で

は，範唱ＣＤだけでなく，教師の範唱や他校の児

童合唱団による範唱等を聴かせることにより，「あ

んなふうに歌いたい」と憧れを持たせ，めざす表

現を明確にし，表現への意欲をもたせるようにし

た。指示理解では，感じ取ったことを表現に結び

つけるために，どんな練習をすればよいか学習の

ポイントとして黒板にカードを提示するようにし

た。また，リーダー的な存在でグループを引っ張

っていこうとするＤ児に，個別指導を行う際，具

体的な場面をとらえて，しっかり認めるようにし

た。学習理解では，題材計画がＤ児にわかるよう

に，歌詞にあった情景を絵にし，その雪道をそり

が進んでいくという形で毎時間黒板に掲示し，今

日の授業の内容がよくわかるようにすることで意

欲的に取り組めるようにした。社会性では，Ｄ児

が安心してかかわれるメンバーを意図的に入れ，

編成することにした。そして，一斉学習の中で今

日の課題を理解した後，課題に向かって，グルー

プに分かれ，少人数で練習し，グループで歌声を，

確かめる場を設定することにした。 
このように，Ｄ児は，今日の授業で友だちの中

で自分の力を認めてもらったり，自分の意見を言

ったりすることでいきいきと活動することができ

た。また，興味が持続できたことで，グループの

中でも認められ友だちとの良い関係が生まれた。 
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表２－３  Ｄ児に焦点を当てた指導案 
⑤取組を通して 

教科  
音楽  音と音を合わせて表現しよう 

ねらい ◎副次的な旋律を覚え，きれいにふしを重ねて２部合唱する。 
○友だちと一緒に表現を確かめ合うことができる。 

集中持続 

・学級全体が話を聞ける体制になるまで待つ。 
・意図的なグループ編成 
・意欲を高めるための範唱（他校合唱団の録音） 
・適切な声かけをして意識を集中させる。 
・座席・授業の形態 
・集中して聴くための副次的な旋律の聴き取り 

指示理解 
・視線を合わせて指示を送る。 
・机間指導をしながら指示が理解できているかどうか把握し

適切な質問や声かけをして意欲をもたせる。 
・表現に結びつけるための具体的な練習方法の提示 

学習理解 
・学習内容を明確にするためのたんざくカード 
・表現を確かめるためのグループ活動 
・教材の学習の進め方を示した『冬の歌』の絵を提示する。 

社会性 
・意図的なグループ編成 
・指導者の適切な声かけで，ほめたり，認めたりする場面を

もち，情緒の安定を図る。 

 Ｄ児に対しての取組は，学校，保

護者，医療関係者と連携，協力する

形で進めていった。特に，医療関係

者は，学校や家庭での自己コントロ

ールをするソーシャル・スキルの部

分で支援をすすめた。 
 Ｄ児は，友だちともめごとを起こ

すと，自己コントロールをすること

が難しく，なかなか自分の行動を振

り返ろうとはしなかったが，担任や

保護者がじっくり話を聞くという取

組を続ける中，自分の行動を振り返

るようになり，悪いと思った時は自

分から誤ることができた。 
友だちと遊んでいてもめそうにな

り，かっとなったときでも，自分を

第三者としてとらえ，心で歌を歌っ

て落ち着かせるといったように，少

しずつ自分で抑制する力がついてき

たようである。以前は，自分の持ち

物や忘れ物にあまり関心がなかった

が，家庭でがんばったことが学校で

認められ，学校でがんばったことが

家庭で認められると，Ｄ児は，意欲

的に時間割を毎日連絡帳に書き，家

で時間割を合わすという習慣が身に

ついてきた。 

学習活動・内容 支援・指導上の留意点 
○全体への支援 ◎Ｄ児への支援 評価の観点 

１既習曲を歌う。 
 
２「冬の歌」の主旋律を歌
う。 

 
 
 
 
 
３範唱から副次的な旋律を

聴き取り，歌詞唱する。 
 
 
 
 
 
 
４副次的な旋律を主旋律と
重ねて歌ってみる。 

 
・もう一度，副次的な旋律
の音程を確かめたいな。 

・きれいに重なっているか
な？ 

・出だしの音をロングトー
ンで確かめてみよう。 

・出だしの音だけキーボー
ドで取って，伴奏なしで
合わせてみよう。 

・伴奏に合わせて重ねてみ
よう。 

 
５互いのふしを聴き合っ
て，きれいに重なるよう

２部合唱する。 
 
・うまく重なるかな。 
・きれいに響いているよ。 
 
 
に重ねてリレー唱できるか
な？ 

 
 
 

・２拍子の拍の流れにのり，曲の感じを生
かして歌うようにする。 

○範唱（自作）を聴いて，音の重なりに気
付き，副次的な旋律の音程を聴き取るよ
うにする。 

◎２部合唱になっていることに気付くよ
う，聴く視点を明確にして，範唱を聴く

ようにする。 
 
○MＤを聴きながら，副次的な旋律に合わ

せて歌うなどし，正しい音程で歌えるよ
うにする。 

◎副次的な旋律の音程に着目して聴くよう
にする。 

 
 
 
○教師が主旋律を歌い，子どもたちは副次
的な旋律を歌ったり，パートを交代して

歌ったりする。 
○具体的な練習方法がわかるように，フラ
ッシュカードで提示する。 

◎音程のとりにくいところを具体的に取り
上げて練習する。 

◎Ｄ児がグループ内で友達とうまく練習を
進めているか確認し，頑張っている様子
をほめる。 

・いろいろな形態で，主旋律と副次的な旋
律を重ねるようにし，どちらのパートも
経験できるようにする。 

○グループ内でパートを分担し，２部合唱

できるようにする。 
・主体的に練習できるよう，自分の声を確
かめたり，キーボード等で音を取ったり

しながら，無伴奏で友達の声と合わせる
など個別に練習できる場を設定する。 

 
 
 
 
・互いの表現を聴き合う場も入れながら，
全体で２部合唱をする。 

・互いのふしを聴きながら，歌えているか

常に意識できるよう声かけをする。 
・グループごとのリレー唱に挑戦し，うま
く重なっているかどうか互いに確かめ合

う。 

 
 
・音の重なりに気付くこと
ができたか。 

・２部合唱への意欲をもて
たか。 

   （発言の内容・観察） 
 
 
 
・正しい音程が聴き取れた
か。 

（歌声の聴取） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・友達と一緒に表現を確か
め合うことができたか。
   （観察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○うまく歌えれば「冬の歌」
の絵の中のそりを進め，

達成感を味わえるように
する。 

 
 

 

互いのふしを聴き合って，きれいに音を重ねよう。 

 

さらに，学校に来るとランドセル

の中のものを机の中にしまい，提出

物を出すことができるようになっ

た。そうすることで，授業前に教科

書等を準備できるようになり，授業

に対しても前向きに取り組めるよう

になった。驚くことに，今まで嫌が

っていた作文などの文章を書くこと

にも抵抗が減ってきたように思う。 

ただ，友だちのＤ児への思いは，ど

うしても現象面がクローズアップさ

れるため，誤解を招くことが，しば

しばみられる。そこで，授業場面や

当番活動など，学級集団の中の一人

としてがんばっていることをみんな

の中で認めていくことにより，Ｄ児

へのまわりの友だちの関係はよくな

っていくと考えられる。 
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（２）専門家と連携，協力した取組  一方，Ｇ児を取巻く学級集団は，全体的に大変

仲が良い。友だちのつながりを大切にし，会話の

中からいろいろな情報を得たり，当番活動の手伝

いをしたりなどかかわりが多い。 

(ＷＩＳＣ－Ⅲを活用して) 

― 小６ 男子 Ｇ児の事例を通して ― 
①Ｇ児と学級集団の様子 

 Ｇ児について，気づきのリストを使って観察し

たところ，現象面で多動に当たる行動が目立った。 
これらのことは，図２－６で示した学級アンケ

ートを見ても，一人ひとりの友だち関係について

は，受容･共感，必要･期待されていると思ってい

る児童が，約 93％という数字からわかる。 

しかしそのことは，集中持続することが苦手なの

ではなく，いろいろなことに興味をもっており，

一生懸命になってしまうため，ついつい自分の思

いにしたがって行動してしまうというようなとこ

ろがあるからだと考える。 

 しかし，集団の中で，一人ひとりが学級の中で

満足していると認めていると思っているのかとい

うと，81.3％と案外数値が低いことがわかる。こ

のことは，全体の場になると，自分の思いが出せ

ずに消極的になってしまう児童が多いことからも

いえる。そこで，学級を一人ひとり個人で受けと

めることを大切にするだけでなく,集団の中で一

人ひとりが活躍する場を設定するなど学級全体の

集団としてのつながりを高めていきたい。 

 学習面では，科学に関することや社会の出来事

などに好奇心が強く，疑問に思ったことを追求し

ようとする意欲が強い。特に，一斉学習では，興

味がどんどん沸いてくると，状況をあまり考えず，

指導者や友だちに質問をぶつけるといったように

自己を抑えることが難しい場面が見られる。また，

絵を描いたり作文を書いたりする時は，取り掛か

りに時間を費やすが，一度取り掛かると集中して

活動する。やり遂げたいといった気持ちが強く，

時間をかけて気に入った作品を仕上げようとす

る。集中して読書をすることも好きである。 

   

 

②ＷＩＳＣ－Ⅲを使った取組 

 Ｇ児は,ＡＤＨＤと診断されており，今は,薬事

療法を受けている。 

生活面では，Ｇ児は，いろいろなことに対して，

とてもユニークな発想をもっている。ただの棒き

れや，石ころであっても関心を示し，素材を活か

して遊んだり，細工をしたりしておもちゃを作成

するなど，友だちからも認められている。相手が

困っていると自分のことのように心配をしたり，

助けたりする面もあるが，特定の気に入った友だ

ちとの間では，つい度を越して手を出してしまう

こともあり，それが原因でもめごとを起こしてし

まうこともよくある。運動面でも活発でいろいろ

なことに挑戦しようとはするが，大勢でするドッ

ジボールなどの遊びには，なかなか入ろうとはせ

ず，校舎の裏などで遊ぶ動きの少ない少人数での

遊びが多い。 

先に述べたように，クラスの中でも比較的理解

が速く,何に対しても素早く対応することができ

る。 

国語の学習の中では，内容を読み取ったり，表

現したりすることには，興味･関心をもち，意欲的

に取組む姿が多く見られる。しかし，漢字の学習

となると，苦手であり,書き順などはほとんど覚え

ることが難しい状態であり，漢字学習を避けよう

とする様子が見られる。また,算数は,Ｇ児にとっ

て，得意な教科の一つであり，中でも計算は得意

である。問題を聞いて解くといったことも得意に

なって一生懸命取り組もうとするが，朝の会など

で，行っている 100 ます計算になると途端に，意

欲を失い，集中が途切れるのである。従来のＧ児

の様子からみても，計算が苦手でないことはわか

るが，プリントの内容によって，取り組もうと

する姿勢にあまりにも差があることに気づい

た。 

0.0%

50.0%

100.0%
① 友達学習

③ 友達生活

⑤ 集団学習

⑦ 集団生活

⑨ 教師学習

⑪ 教師生活

② 友達学習

④ 友達生活

⑥ 集団学習

⑧ 集団生活

⑩ 教師学習

⑫ 教師生活

図 2‐6 心の居場所をみる学級アンケート 

必要・期待 
される 

受容・共感

される 
例えば授業中では，自分の思いや考えは，し

っかり答えるがとりわけ,友だち関係になると,

相手と意見が食い違うと自分のおもいを伝える

前より先に手が出てしまい,友だちとのもめご

とが起こるといったことがよく見られる。 

そこで，発達検査であるＷＩＳＣ－Ⅲを行い,
Ｇ児の個人内差を見ることにした。 

図の２－７は，行ったＷＩＳＣ－Ⅲのプロ 
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図２－７ ＷＩＳＣ－Ⅲのプロフィール（Ｇ児） 

  

フィールである。 ③検査の結果を生かした学校生活での手だて 

その結果,全検査の値は,112，言語性，動作性と

もに 111 と比較的どの項目も数値が高く，アンバ

ランスなところは見られない。ただ，群指数間の

差をみると，視覚的な情報を正確に処理していく

力をみる処理速度が 100 であることから，どちら

かというと聴覚のほうが優位だと考えられる。 

 Ｇ児の検査結果と学校生活の様子を照らし合わ

せて，これからの支援の方向を見つけていくこと

にした。 
 検査の結果から，Ｇ児は言語力においては，十

分な力を持っていることがわかる。単純記憶，見

通しの力もすばらしく，反応の素早さは，授業中

の指導者への質問や答えを次々に答える様子から

みてもわかる。 
また，言語性をみるとＧ児の単純記憶,見通しの

力はすばらしく，反応も大変すばやい。しかし,

類似と理解が他と比べてやや低いところから, 言

語力はあるけれどうまく論理立てて説明すること

が苦手であると考えられるため，友達に自分のお

もいを説明をするより先に手が出てしまうのでは

ないかと考えられる。 

 しかし，順序立てて話をしたり，わかりやすく

説明したりするとなると今までのように，素早く

行動に移せないジレンマがＧ児に生まれるのでは

ないかと考えられ，説明を求めるときには，十分

に考えられる時間をとるようにした。 
さらに,動作性をみると符号や記号の数値から，

視覚的探索の速さが他の反応と比べてやや下がる

ことや,ドッジボールが苦手であるといった日ご

ろの様子から考えて,動体追視が困難で,大変疲れ

るのではないかと予測できるのである。 

 また，動体追視が苦手だということによって，

目で物を追うというのは，Ｇ児にとって困難であ

り，集中持続ができにくいと考えられる。例えば，

言葉で問題を伝え，素早く答えられるような形式

を取り入れて，授業を設計をしていくことが良い

のではないかと考えた。 このように，発達検査を用いることでＧ児の弱

い部分であり,支援を必要とするところがかなり

的を絞った形で姿を見せてくれることになる。 

そこで，集中持続では，導入時，一問一答式の

問題を答えていくような教材を用意して，興味を
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もたせるようにする。フラッシュカードを利用し

て，授業にめりはりをつけるようにするなどの工

夫をした。指示理解では，視覚提示を用いても必

ず声を出して読むといったように聴覚指示を取り

入れるようにした。机間指導では，内容に関係す

ることを適切に声をかけるようにした。学習理解

では，国語の場合，説明をするときなどは，十分

な時間や考える順序などを書いたプリントを用意

するなどをして，自分の思いが整理できるように

した。また，重なる線や線の流れがとらえにくい

ことから，漢字を書き写して覚えるのは苦手であ

り，何回も書いて覚えるよりもフラッシュカード

やパソコンの画面を利用して形として覚えていく

ほうが取り掛かりやすいと考えた。 
算数の場合は，解いていく問題を５問ぐらいと

し，次々に挑戦することで意欲をもって問題に取

り組めた。なお，計算問題は，いろいろな解き方

のプリントを用意することで，自分に合った学び

方が選べ，Ｇ児の課題回避する姿は減少すると考

えた。 
社会性では，Ｇ児とどんな行動が好ましくない

のかといった事前の約束をしておくことで行動の

整理をするようにした。例えば，「友だちが嫌がっ

ていたら，先生がサインを出すからやめよう」「自

分の気持ちがどうしようもなかったら，先生のほ

うにむかっておいで」というように好ましくない

行動は止めるが，約束を守れたときは認めること

も大切である。また，好ましくない行動は，その

場で止めるが，その場で叱らずに，違う場面で振

返り，励ますこともＧ児にとって重要であると思

われたからである。 
このように，Ｇ児は，自分の極端に苦手なこと

に対しては，周りが思っている以上に自分自身を

悲観して考えてしまうことがあるため，対話を大

切に考えていくことにした。 
 
④保護者との連携，協力した取組 

 図２－８は，学校と家庭とでＧ児への支援につ

いて，連携，協力して取り組んだ内容と評価をま

とめたものである。 

 保護者は，Ｇ児が友だちとのコミュニケーショ

ンがうまくとれないことに不安を持っている。特

に，自分の思いや考えを訴える場面になると，だ

んだんと興奮してしまい，最後には手が出てしま

い，新たなもめごとを生んでしまうようなことが

たびたび起こる。このことは，本人も大変気にし

ており，心から親友が欲しいと願っている。また，

担任も中学校へ進学するということもあり，Ｇ児

にとって好ましい友だち関係を築いて欲しいと願

っていた。 

 そこで，Ｇ児が，自分の気持ちをコントロール

することが難しくなった時に，どのように対処し

ていくかということを中心に学校，家庭とで手だ

てを考えていくことにした。 

 Ｇ児は，友だちに対して，つい，度を越してし

まうような言動が目立つ。相手との気持ちが，う

まく通じないのですれ違いが起こり，その結果Ｇ

児自身もなぜ，気持ちがわかってもらえないのか

と落ち込むこともよくあった。 
 そこで，Ｇ児の友だちとのよりよいかかわり方

についてひとつずつ学習していくと同時に，座席

やグループでのメンバー構成を考えるといった環

境作りの両面から取り組んでいくことにした。 
 はじめに取り組んだことは，友だちに対して物

事を頼むときの接し方である。いくら親しくても

自分が頼みたいことをしっかりと言葉で伝え，相

手の返事を聞いてから行動に移すように心がけ

た。家庭でも母親や弟に何か物を頼むときには，

できるだけ言葉で伝えるようにした。特に，聞き

手である母親は，Ｇ児をあせらせず，じっくりと

待つ姿勢を見せ，Ｇ児が答えた時には，しっかり

とほめるようにした。また，母親は，Ｇ児の友だ

ちについての話を積極的に聞くようにし，一緒に

喜ぶようにした。学校では，スムーズにコミュニ

ケーションをとれるよう意図的にＧ児と仲の良い

メンバーを入れたグループの構成を考えること

で，Ｇ児の気づかないところを指摘されるといっ

た友だちとのかかわり方を学ぶようにもなった。

その結果，Ｇ児の友だち関係が広がり，放課後に

いろいろな友だちの家へ行って遊ぶようにもなっ

たり，自分の思いを聞いてくれる友だちが増えて

きたりした。 
 次に，集中して課題に取り組めるように考えた。

学校では，するべきことの優先順位を自分で考え

させるようにしたり，視覚と聴覚とをうまくあわ

せた提示の仕方を工夫することにした。家庭では，

がんばったところを中心に話を聞くようにした

が，そのうちＧ児のほうから自分の失敗したこと

も話をするようになってきた。 
 Ｇ児と話し合って，叱るべきことと叱らなくて

よいことの基準を考えた。そうすることで，叱ら

れても納得することとなり，自分自身を責めるよ

うな姿も減ってきた。 
このように母親とも基準を決めることで，Ｇ児

を冷静に受けとめることができ，Ｇ児との関係も

落ち着いてきたようである。 
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⑤取組を通して 

 Ｇ児に対する支援は，ＷＩＳＣ－Ⅲの結果を授

業等に生かしていったことで，よい働きかけがで

きたように思う。それは，今まで理解できなかっ

たＧ児の行動の背景が見えることによって，指導

者の方に手立ての方向がはっきりしたからだとい

える。例えば，Ｇ児は忘れ物をしないといった目

標に対して，「何でもメモ帳」を作り，意欲的にメ

モをするようになった。家庭では，母親がＧ児に

宿題についてアドバイスをしたり，声をかけたり

することでＧ児が張り切ってがんばる姿を見せる

ようになった。学級集団では，かかわりあえる関

係を作るためにグループ活動を取り入れた。活動

内容をしっかり明記することやＧ児の役割を意識

させることで，Ｇ児が活動に前向きになり，グル

ープの他の子どももみんなでサポートする気持ち

を表わすようになった。 
また，Ｇ児の得意な理科での調べ学習を紹介す

ることで理科について問われたりするといきいき

と説明している姿が見られるようになってきた。 

図２－８   学校と保護者との連携，協力 

 

家庭生活 学校生活 願い 変容・評価 変容・評価

 
 

遊びたい時

の誘い方やも

のの頼み方な

ど を 学 習 す

る。 

 ４月～１２月 
 
○断りもせずに勝手

に物を借りたり・使

ったりしないで，声

のかけ方を学習す

る。 

 ４月～１２月 
 
○家庭でも，言葉で

解決するように習慣

付ける。 

 
・自分の非を認め，素直

に謝れるようになった。

・自然な感じで遊びに誘

えるようになった。 

 
 
・落ち着いて考える場

があれば,自分を振り返

り，反省できるように

する。 

 
 

集中して課

題に取り組む

ために。 

 ５月～１２月 
○まずやるべきこと

は何か，優先順位を考
えさせる。 
○興味がもてるビジ

ュアル的な資料を準

備して学習に向かせ
る。 

 ５月～１２月 
 
○学習に対する励ま

しの言葉かけ。 

 
 
・やるべきことがはっ

きりしている時は，学

習に集中して取り組め

る。 

 
 
・がんばっていること

や失敗したことを話す

ようになる。 

 
 

親友ができ

る よ う に す

る。 

 ４月～１２月 
○Ｇ児を支えていけ
るメンバー構成を考
えて，班構成や座席を
工夫する。 
○係活動や集会活動
を通して，友達との関
わり方を学ぶように
する。 

 ４月～１２月 
 
○友達の家に遊びに

行く時の約束を確認

する。 

 
 
・自分の思いを語れる 
友達が増えてきた。 

 
 
・いろいろな友達の家 
へ行って遊ぶようにな 
る。 

 
 

自分に自信

をもって生活

で き る よ う

に。 

 ４月～１２月 
○叱るべきこと，叱ら
なくてよいことの規
準をもって接する。 
○長所はみんなに広
める。 
○発言を丁寧に取り
扱う。 

 ４月～１２月 
 
○ほめ方を意識して

接する。 
○弟との接し方と比

べて不公平のないよ

うにする。 
 

 
 
・得意なものを意識し 
て，それを自信として 
いる。 

 
 
・「お母さん，あまりう

るさく言わなくなっ

た。」と冷静に受け止

め，Ｇ児自身も落ち着

いている。 

 
指導仮説 
・グループ学習や集団遊びの場を多く設定することで，友達とのコミュニケーションのとり方を学び，好ましい友達関係が築けるのではないか。 
・できることを一つ一つ認めて意識させることで，学習に対する意欲や自信が生まれ，集中できるのではないか。 
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第３章 これからの特別支援教育に 

求められていること 
 
第１節 子どもの課題を解決するために 

 

（１）連携，協力して生まれた成果  

今回９人の教員がグループ研に参加し,昨年度

の研究に重ねて，より充実した教育的支援を行う

ために，校内,保護者,医療関係者，研究者との連

携,協力をそれぞれに取り入れて実践をしてきた。

その中で有効であった点や配慮すべき点を表３－

１に整理した。 

 まず,保護者との連携,協力は,２章で述べたよ

うに子どもの学校での変容を見てもわかるように

是非とも必要であると考える。特に,Ｃ児の例から

は，連携をすることで，担任と保護者に信頼関係

が生まれ,それが担任と子どもとの信頼へとつな

がっていく様子が見られた。特に,ＡＤＨＤ及びそ

の周辺の児童の場合，その行動特性から,友だちに

誤解されることや，まわりとのもめごとが起こる

可能性が大変高い。 

 しかし,担任と保護者との間に，信頼関係が存在

するとこのような問題が発生した時にでも，素早

く対応することができ,子どもと子どもの絆を断

ち切ることなく,解決することができた。 

 また,対人関係にかかわるソーシャル･スキル･

トレーニングをする場合も学校と家庭とで共通し

て行うことで，早く行動が定着するといったよう

に効果的であった。学校でがんばったことをさら

に,家庭で認めてもらえることから，より子どもの

自尊感情が高まることや,反対に学校でのつらい

表３－１ それぞれの機関との連携，協力 

 連携，協力の成果 留意点 

保護者 

・他の児童とのもめごとがあった時，すぐに

対処できる。 

・生活面で困っている点が，早く改善される。 

・子どもとの信頼関係が生まれる。 

・いろいろな行事への参加がスムーズに行わ

れる。 

・本人への願いが，より具体的になる。 

 

・がんばっていること，できるようになった

ことなどプラス面を知らせる。 

・保護者の気持ちを受け止め，認める。 

 お互いの悩みも話す。 

・定期的に家庭訪問をする。 

・行事前に内容を伝え，今までの対処法を聞

くことや家庭でも予告をしてもらう。 

・目先にとらわれるのではなく，将来の展望

について話す。 

校内 

・共通理解することで，校内での対象児への

かかわり方がわかる。 

・対象児の自尊感情が高まる。 

・保護者の信頼関係が生まれる。 

・他学級とのもめごとがあった時，適切な対

応をしてもらえる。 

・授業形態の工夫ができる。 

・クラブや委員会などスムーズに活動するこ

とができる。 

・いつも全員参加は大変，何名かで，必要な

情報を各学年に伝達する。 

・保護者との対応は，担任だけでなく，学校

としてかかわるメンバーが欲しい。 

・取組がどうだったのかという評価活動が大

切である。 

・いまの状態などを伝える情報が必要である。 

医療関係者 

・ＡＤＨＤ等の行動特性がわかり,手だての方

向がみえた。 

・保護者の思いや児童の実態が理解しやすく

なった。 

・保護者や担任の取組への自信となった。 

・医療は，対象児に対してのアドバイスであ

ることを配慮した上で，学級集団を考えた

手だてを考える。 

・薬を使っている場合，特に注意しておかな

ければいけないことを理解しておく。 

研究者 

・実際の観察を通して，手だてへのアドバイ

スを受ける。 

・心理検査からのアドバイスをうける。 

（個人の力が客観的にとらえられる。） 

・ソーシャル・スキルを紹介してもらう。 

・検査は，保護者の承諾の下で行う。 

・具体的に何についてアドバイスをもらうの

かを明確にしておく。 

・情報の管理に気をつける。 
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ことを家庭でしっかり受け止めてもらえること

で，またがんばれるといったよい姿がみられた。 

 ただし,何かがあった時にだけ,担任が保護者と

連絡をとるというのではなく，子どもががんばっ

ていること,できるようになったことなどプラス

面を保護者と共有していく姿勢が大切であると思

われる。担任と保護者が，悩みや課題について対

話し,お互いに支え合える関係が子どもによい影

響を与えることとなった。しかし,対話するといっ

ても，保護者の今までの思いや考えもあり，簡単

に学校と保護者が向き合うことが難しい場合もあ

る。そのときこそ,お互いの視点を子どもに当て

て，学校も保護者も歩み寄る姿勢が大切だと考え

る。 

 次に校内での連携,協力においては，全教職員が

対象となる児童に対して共通理解に基づく支援を

行うことによって,適切な受けとめ方ができたり,

学校の共通のルールを教えることができるなど一

定した取組を行うことができた。また,授業形態を

工夫するなど児童にとってよりよい授業の設計

を，学級や学年だけでなく,学校で役割を分担して

取り組むことで，個のニーズに合った授業の在り

方を考えることができた。 

 とりわけ,学校として児童の課題を受け止める

ことによって,担任や学年だけの抱え込みになら

ず,客観的にとらえる目も増え,いろいろな手だて

を考えることが可能となった。このことは,保護者

が，学校の姿勢に大変安心され,学校と保護者の間

の信頼関係が深まることとなった。 

 しかし,学期に一度の共通理解では,情報が足ら

ず,何度かの情報交換や取組についての話合いが

必要になってくる。毎回の全員参加は,無理なこと

から,やはり，特別な支援を必要とする児童につい

ての校内での委員会を立ち上げ,その都度必要な

メンバーを加えて,取組を続けていくことが大切

であることがわかった。このことは,児童にとっ

て,学級そして,学校という場が，大きな安心でき

る場にもなるのではないかと考える。 

 さらに,医療関係者との連携,協力は,医学的知

見から，それぞれの行動特性に配慮した適切なア

ドバイスをもらうこととなった。特に,ＡＤＨＤ及

びその周辺の児童の示す多動や衝動性の行動の背

景が，何であるのかを理解することは,むやみに叱

る，止めるといった現象面にとらわれた指導では

なく,不注意といった背景に支援を行うといった

手だての方向性が見えることとなる。薬事療法を

伴う場合は，薬の関係で必要な観察の部分を聞い

ておき,主治医と連絡を取り合うことが大切だと

考える。 

 ただし,医療関係者から受けられるのは,あくま

でも対象児本人に対する手だてへのアドバイスで

ある。すなわち,学級という集団を考えず,対象と

なる児童への配慮を加えると，集団として対等の

関係を損うことにもつながる危険性があることを

考慮して,手だてを考えていくことが必要である。 

 また,心理検査を使って,児童の個人内差を調べ

るなど,児童を客観的に見ることもできた。特に,

ＡＤＨＤ及びその周辺の児童の場合，苦手な能力

と得意とする能力の差が認められることが多く,

そのことを知ることは,学力を保障していくうえ

で大切である。２章で示したように，導入は一問

一答式が適切であるというように,授業の切り込

み方を工夫するなど個のニーズに合った授業を組

むことができた。 

しかし,検査結果は,その時の児童の体調や検査

を行う環境によっても変わることが多い。検査結

果をすべて受け入れて,手だてを考えていくと児

童との間に多少のずれを感じることがある。常に

児童に焦点を当てて，多数の目で評価をしていく

ことが大切になってくる。 

まして,研究者に児童すべてを預けるのではな

く, 学校としてどの部分でアドバイスが欲しいの

かということをしっかり持って臨むことが,児童

にとってよりよい手だてへとなる。 

以上のようにそれぞれ校内,保護者,医療関係

者,研究者とう４つの機関との連携，協力したこと

で,ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対して,より充

実した支援を考えることができたことは,事実で

ある。 

しかし,連携すればする程，学校として子どもの

課題を指導者がしっかり見極めておかないと，単

なるうわべの相談になりかねない危険性もあり，

視点が一人ひとりの子どもから離れないようにす

るのが，担任として大きな役目だと気づきことに

なる。 

 

（２）学校でのシステムの確立 

 これまで述べてきたように，ＡＤＨＤ及びその

周辺の児童に対して，個のニーズに合った充実し

た支援を行うためには，やはり，各者の連携,協力

が有効であるということがわかった。今回,グルー

プ研究のメンバーが,どのような場面でそれぞれ

と連携し,協力してきたのかということを整理し

てみると気づき・実態把握・共通理解・具体的手

だて・評価という五つの場に分けることができた。

それを連携,協力する機関と内容を一連の流れと
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してまとめることにより, 図３－１のようにＡＤ

ＨＤ及びその周辺の児童に対する教育的支援が深

まっていく一つのシステム例ができた。 

 まず，気づきの段階では,担任や保護者が学校や

家庭生活で観察したことや対話から，対象とする

子どもの課題を見つけることができる。さらに,

担任と学年が話し合うことで児童を多面的に見る

こととなり,手だてをうつ方向性が見つけやすく

図３－１ ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対する教育的支援を深めるシステム例 

  
 
                     
                    ・ 観 察  
                    ・ 対 話  

担  任  保 護 者  

学  年  

気 づ き  
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

 
 
 
                   ・ 気 づ き の リ ス ト  
                   ・ ス ク リ ー ニ ン グ  
                   ・ ケ ー ス 会 議  
                   ・ 観 察  
                   ・ 保 護 者 カ ー ド  

校 内 委 員 会  

学  年  担  任  保 護 者  

 

情

報 提

供 

実 態 把 握  

 
 
 
                 ・ か か わ り 方 の 共 有 化  
                 ・ 手 だ て の 工 夫  
                 ・ 研 修  
                 ・ 保 護 者 の 研 修  
                 ・ 育 ち の カ ー ド  

（ 個 別 の 指 導 計 画 ）  

校 内 委 員 会  

学  年  担  任  

全 教 職 員  

共 通 理 解  
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◎ 医 学 面 か ら  
・ 医 学 的 所 見 の 提 供  
・ 診 断  
◎ 教 育 学 面 か ら  
・ 研 究 者 に よ る 行 動 観 察  
◎ 心 理 学 面 か ら  
・ Ｗ Ｉ Ｓ Ｃ ‐ Ⅲ の 実 施  

・ K‐ Ａ Ｂ Ｃ の 実 施  

 

◎ 医 学 面  
・ 薬 事 療 法  
・ 医 学 的 側 面 か ら の ア ド

バ イ ス  
◎ 教 育 学 面  
・ 個 別 の 指 導 計 画 作 成 の

支 援  
・ 具 体 的 な ソ ー シ ャ ル ・

ス キ ル の ア ド バ イ ス  
◎ 心 理 学  
・ 心 理 検 査 か ら の 具 体 的

ア ド バ イ ス  

◎ 医 学 面  
･薬 事 療 法  
･医 学 的 知 見 か ら の 研 修  
◎ 教 育 学 面  
・具 体 的 な ソ ー シ ャ ル・ス

キ ル の 研 修  
・ 具 体 的 な 自 己 コ ン ト ロ

ー ル の 方 法 の 研 修  
◎ 心 理 学 面  
・ 心 理 検 査 で わ か っ た こ

と の 研 修  
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�����������������������������������������������������������������������

◎ 医 学 面  
・ 医 学 的 所 見 か ら の 評 価

の 視 点  
◎ 教 育 学 面  
・ 個 別 の 指 導 計 画 か ら の

助 言  
・ 成 長 状 況 の 把 握  
◎ 心 理 学 面  
・ 個 の ニ ー ズ の 確 認  
・ 能 力 の 偏 り を と ら え

た 改 善 点  

 
 
 
 
                   ・ T T 指 導  
                   ・ 目 的 別 少 人 数 指 導  
                   ・ 交 換 授 業  
                   ・ 育 成 学 級 と の 連 携  
                   ・ 授 業 改 善  等  

担  任  

担 当 者  

学  年  

育 成 学 級  

具 体 的 手 だ て  

様 々 な        分 掌  

 
 
 
 
                   ・ 育 ち の カ ー ド  
                    （ 個 別 の 指 導 計 画 ）
 
                             

評    価  
校 内 委 員 会  

担  任  学  年  

様 々 な       分 掌  

保 護 者  
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なる。 このように考えていくと，京都市の特別支援教

育専門家会議の提言が示す,校内委員会（ＬＤ等支

援委員会）がこれからの特別支援教育にとって大

切な役割をしていくものであり，一章で述べたよ

うに校内とそれを支援する専門家の機関が５つの

場でシステムとして有機的に活用していくこと

が，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童の教育的支援を

深めていくことになるということを改めて思う。 

 次に,実態把握の場では，校内委員会を中心に担

任や学年及び保護者が話し合い,たくさんの目か

ら見た徹底した子どもの実態把握を行った。観察

する視点となったものは,行動特性を考慮した気

づきのリストや集団が心の居場所となっているか

をみるための学級アンケートなどといった客観的

な情報を収集するものである。その結果，学級だ

けでなく学校としてどうその子どもを支援してい

くのかという方向性を校内委員会で考えていくこ

とにした。その際,医療関係者からの医学的所見や

心理検査を行うことで,より対象となる子どもに

的確な支援の方向性が見えてくることになった。 

 
第２節 これからの重要な担い手 
 

（１）ＬＤ等支援コーディネーターに 
             求められるもの 

 さらに，実態把握を通して考えた支援を全教職

員で共通理解する場が必要である。校内委員会を

中心に研修や会議の場を利用して,子どもへのか

かわり方を共通理解したり,それぞれの分掌で手

だての工夫を考えたりするのである。このように

全教職員で共通理解をすることは,子どもだけで

なく担任にとっても大きな支えとなる。なかでも，

子どもへ共通のかかわり方をすることは，対象と

する子どもを学校全体で受けとめる姿勢となり,

子どもの自尊感情を高めることや,一定のルール

の理解を深めること，ソーシャル・スキルを育て

ることの基盤となる。とりわけ，教職員が特別な

支援を必要とする子どもを正しく理解をするた

め，専門家を招いて研修を積むことは,対象とする

子どもだけでなく,すべての子どもを多面的にと

らえられることとなった。 

 ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対して,より充

実した教育的支援を行うためには,校内委員会を

中心にした校内体制そして,学校を支援する専門

家チームとの連携,協力を通じて,システムで支援

することが良いということがいわれてきた。 

 しかし,実際に進めていくと，目の前に子どもの

いる担任が中心となって，話し合いを進めていっ

たり，それぞれの機関と連絡をとったりすること

は,難しいことだと考える。今回のグループ研究で

も，それぞれ学校全体で体制を作っていく時や医

療関係者や研究者と連携し,いろいろと支援を進

めていく時に，担任だけではどうしても無理が生

じたり，手だてを組んでいくことが難しかったり

ということもあった。 

そうした中で,担任としてこれから支援を進め

ていくときに,是非必要だと願う存在の役割を見

い出すこととなった。  そして，具体的な手だてを考える場で，大切に

していきたいことの基本は,子どもの学力を保障

することである。授業にかかわるメンバーや様々

な分掌の担当者が,担任を中心に，具体的手だてを

考えることで,目的別の少人数指導や育成学級と

連携した個別の指導など，充実した手だてを行う

ことができた。さらに，専門家からのアドバイス

を受けることで，今行っている支援が個のニーズ

に合っているのかどうか，考えるきっかけとなっ

た。 

 一点目は, ＬＤやＡＤＨＤ等の正しい知識や理

解を通じてアドバイスをしてくれる存在である。

特性を理解することで対象とする子どもにどんな

支援をしていけばいいのか,どの部分でみんなと

共通理解し，専門家にアドバイスをもらえばいい

のかといった，その子どもに合った支援ができる

のではないかと考える。加えて,正しい知識を校内

に広げていく存在だと考える。 

 二点目は，担任と子どもをつなぐパイプ役にな

る存在である。担任の場合,ともすると現象面に振

り回され,一面的にしか子どもをとらえきれなく

なってしまうことや思い通りにいかなかった時な

ど，どうしていけばいいのかわからなくなってし

まうことが起こる。その時,担任と子どものパイプ

役となる者が存在することで，スムーズに課題の

解決にむかって取組を進めることができる。また,

その時に，担任の気持ちを受けとめることによっ

て,ともに子どもについて考えることができれば,

最後に今行っている支援が，子どもにとって効

果があるのかどうかという評価をしていく場を設

定することが必ず必要だと思う。校内委員会を中

心に，共通した資料をもとに評価を重ね,常に取組

を フィードバックして考えることで，子どもによ

り充実した支援が考えられた。それと同時に,評価

をしていくことで指導者側の子どものとらえ方に

幅ができ,教師自身の資質の向上にもつながって

いくことになった。 
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担任が次への方向性を見つけることができるので

はないかと考える。さらに保護者に対しても,学校

側の窓口となって,話を聞くことで，学校として一

人の子どもを大切にしているといった姿勢が保護

者に伝わり,学校としての信頼関係が生まれるこ

とにもなる。すなわち,担任,保護者，子どもの気

持ちを受けとめるとともに，それぞれに信頼とい

う絆を作っていく重要な役割をもった存在が必要

ではないかと考える。 

 三点目は，計画性をもって全校を動かしていく

存在である。前節で述べたように，ＡＤＨＤ及び

その周辺の児童にとって，より充実した教育的支

援を行うためには，校内のそれぞれの分掌や専門

家をシステムとして活用していくことが大切であ

る。前掲した図の３－１のように子どもの行動や

様子に特別な配慮が必要であると気づいたら，実

態把握をして課題を見つけ,共通理解のもと,具体

的手だてを行っていくのである。そして,必ず評価

をして，また次の課題へというように，次々と話

合いをしていくことが必要となってくる。一年に

数回の話合いでは,本当に個に合った支援ができ

ているのかどうか疑問を感じる。よって,校内委員

会を実施する場合，話合いの視点は何か,誰が参加

するのか,どれくらいの期間で評価していくのか

といったように計画性をもってシステムを動かす

存在が求められている。 

四点目は,広い情報のネットワークをもってい

る存在である。例えば，子どもにとってわかる授

業を設計していくには,子どもの学び方を知るこ

とが必要になってくる。対象とする子どもが課題

を達成するには,どのような方向から切り込んで

いけばいいのかということは,医学的知見や専門

家のアドバイスも大変参考になる。また，一つの

学校だけでなく,他の学校との交流をすることも

情報を取り入れる大切な機会だと考える。このよ

うに子どもに適切な支援を行うには，どの機関の,

誰とどのように連携していくのかと具体的に見つ

けていくことが大切になってくる。したがって,

情報のネットワークを広げる存在は，ＡＤＨＤ及

びその周辺の児童に対して，より充実した支援に

つながるものと考える。 

このように担任が必要とする四つの役割をもつ

存在は，京都市の特別支援教育専門家会議の提言

の中で, 「学内,または,専門家チームとの間の連

絡調整役として，あるいは,学校の窓口の役割を担

うものとしてそれぞれの機関との連携,協力を行

うコーディネーター的役割の教員」(19)，すなわ

ち，ＬＤ等支援コーディネーターの役割と重なる

ものだと考える。図３－２に示したように，この

コーディネーターが中心となって，ＡＤＨＤ及び

その周辺の児童に対する取組を進めることで，そ

れぞれの機関がシステムとして機能し，担任への

支援の力が増えていくのがわかる。 

以上のように,ＬＤ等支援コーディネーターは，

これからの特別な教育的支援を必要とする子ども

にとって重要な担い手の一人ではないかと考え

る。 

図３－２ ＬＤ等支援コーディネーターの役割 

 

Ｌ Ｄ 等 支 援 コ ー デ ィ ネ ― タ ー  

 
校  内  委  員  会  

 
担  任  子 ど も  

保 護 者  

専 門 家  

医 療 ・ 教 育  

 

心 理 検 査  

シ ス テ ム  
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（２）情報をつなぐ育ちのカード 

― 個別の指導計画 ― 

 今回の研究では，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童

に対する教育的支援をより充実するためには,そ

れぞれの機関との連携,協力が大切であるという

ことが，子どもの変容を通して，実感することが

できた。連携,協力することは,単に同じ方向で，

より強く力を注ぐというだけではなく，対象とす

る子どもに適切な支援を考えるために必要な情報

の提供も含んでいると考えられる。このことから，

対象とする子どもの情報を，次の学年や小学校か

ら中学校へというように，子どもが次に生活する

場となるライフステージにつないでいくことも，

連携,協力の大きな仕事の一つではないかと考え

る。  

しかし,情報をすべて集めるとなると膨大な量

となり，必要な情報をより分けるだけで大変であ

る。まして,情報を素早く伝えるためには,コンパ

クトで見やすいものが必要だと考えた。そこで,

前節で示した図３－１の教育的支援を深めるシス

テム例にあげた気づき,実態把握,共通理解,具体

的手だて，評価の五つが見える資料を作成するこ

とにした。表３―２は,これらのことを踏まえて，

実際にＥ児について記入したカードである。 

 実態把握では,気づきのリストを集中持続,指示

理解,学習理解,社会性といった手だてが見えるよ

うに組替えた。手遊びや違うことをして話を聞い

ていないとかの姿に対して,座席を前にしてサイ

ンを送るといったように，授業場面を中心として,

どのような手だてを考えたのかという具体的な方

法を記入するようにした。 

 共通理解のところでは,ＡＤＨＤ及びその周辺

表３－２ 育ちのカード(個別の指導計画) Ｅ児 

 
 

児童氏名 
 

E児 
 
生年月日 

 
平成  年  月  日  才 

学年・学級 第  ４  学年    組 担任  

家
庭
環
境 生

育
歴 

・父，母 

相
談
歴
・
検
査

 
・１年生で診断を受ける。 
・必要な時に相談に行く。 

すぐに席を離れることがある。  

ボーッとしていることがある。  

手遊びや違うことをして，話をきいてい
ないことがある。 ○ 

集
中
持
続 

テストや課題が最後までできないことが
ある。 ○ 

 (手だて) 

・視覚提示を使って授業を進める。 

・座席を前にして,サインを送る。 

・今日の課題を予告する。 

何をしたらいいのかわからないことがあ
る。 ○ 

ルールが理解できないことがある。  

指示をすぐにわすれることがある。 
(何度も注意をされる) ○ 

指
示
理
解 

集合場所に集まれない時がある。  

・学習プリントの中にも指示をかいておく。 
・課題がわかっているかどうか確かめる。 
・短冊をはっておく。 

漢字が覚えにくい。  
ノートに字を書くのがむずかしい。プリ
ントからはみだしてしまう。 ○ 
日記や作文など文章を書くのが苦手であ
る。 ○ 
計算が苦手である。 
(小数・分数が苦手)  

学
習
理
解 

文章題が苦手である。  

・プリントの字を各部分を広くする。 
・補助プリントを作る 

勝ち負けにこだわる。一番になりたがる。 ○ 

友だちのじゃまをすることやちょっかい
をだすことがある。 ○ 

気に入らないと暴力をふるう。 ○ 

社
会
性 

こだわりが強く，友だちとのコミュニケ
ーションがとりにくい。  

・遊び方を決める。(順番・時間) 
・言い分をしっかり聞く。 
・仲良く過ごすと楽しい経験を味わわせる。 

忘れ物をよくする。  

整理整頓が苦手である。 ○ 

当番活動がなかなかできない。 ○ 

現 
 
 
 
 

在 
 
 
 

の 
 
 
 

実 
 
 
 

態 

そ
の
他 

不器用である（リコーダー，運動，図工）  

・がんばりカードに取り組む。 
・家庭と連携をとる。 
・当番の仕事メニューを作る。 

本
人
の
願
い

 

友だちをたくさん作って,
楽しく遊びたい, 

保
護
者
の
願
い

 

本人や周りの人に弱い部

分,苦手な部分を正しく理

解して欲しい。 

担
任
の
願
い

 

友だちと友好的な関係を築

き，互いに補い，助け合い

ながら伸びていってほし

い。 

(指導仮説) 
いま，自分がすべきことを客観的に理解するようにさせ,その意識を持続

させることで，学習や集団活動に対する意欲と参加度を高めるのではない

か。 
その場の状況を判断し，友だちにどう関わればよいか，具体的な方法をで

きるだけたくさん教えていくことで，社会性を身につけていくのではない

か。 

 

校内委員会で話し合ったこと 専門家チームから 
学
力
保
障 

 ・算数の図形の領域を少人数指導で行う。 
・視覚教材を学年で作成する。 
・クラブ活動，音楽，総合的な学習(英語)の時間の後，担当者と様

子の報告をする。 
 

・グループ活動を積極的に

取り入れて，その場で自分

の思いや考えをしっかりい

うようにする。 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス

キ
ル
に
関
し
て

 

・全体で声をかけあい，見守る体制をとる。 
・友だちを傷つけた場合，担任を中心とした校内体制で対処する。 
 
 
 

・２つの答えを用意して自

分で選ばせる。その約束に

ついて守らない時は，きび

しく叱る。 

評価・変容 学校での取組 願い 家庭での取組 評価・変容 
・友だちと放課後

約束をするように

なった。 
 
 
 
 
 

・集団遊びを学級で取

り組む。 
・遊びの後感想をきく 
・終わりの会で感想を

きく。 
・班会議をする。 

友だちと信頼

関係を築く 
 

・遊んだ友だちの話

を聞く。 
・もめごとがあって

もどちらも責めず,
話の整理をする。 
・場合によって担任

に知らせる。 

・少しずつ自分か

ら話をするように

なる。 

学芸会や対外発表

では主体的にいき

いきと活動してい

た。 
 
 
 

・係活動を活性化させ

る。 
・当番活動は，声をか

け合せる。 
・対外発表を設定す

る。 

協力し，力を

あわせること

でよりよいも

のが実現する

ことを体験し

て欲しい 

母親と取り組めるも

のを考える。(犬の散

歩) 
一人で取り組めるも

の(苦手とする学習

の復習) 

自分から母親に声

をかけるようにな

った。 

 
 
 
 
 
 
 

・山の家の活動に関し

て，グループの人と協

力して,役割分担をす

る。 
・活動内容をただしく

しっかり理解させ,余
裕を持って取り組ま

せる。 

積極的に協力

して取り組む

ことで集団活

動がよりよい

もの,より充実

したものにな

る体験をして

ほしい。 

・山の家の準備を母

親と一緒にまた，ひ

とりでする。 
・活動内容を聞く。 
・楽しい思い出作り

になるよう期待を話

す。 
 

 

取組を通して 
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の児童に見られる行動特性は,突然に表われるも

のではなく,生まれたときからの様子を把握する

ことも大切になってくる。したがって,生育歴や相

談歴を知っておくことは,支援の方向性を考える

うえで大切であると考える。加えて,本人や保護者

が，現在，何について困っているのか,何を願いと

しているのかという今のニーズを知っておくこと

が，より的確な手だてへとつながるものであると

考え，その欄を設けることにした。 

 具体的な手だてでは,家庭と学校で連携,協力し

た内容をわかりやすく記述した。また,行った手だ

てがよかったのかどうかの評価も,これからの指

導への参考にもなると考える。 

 このように，対象とする子どもに行った一年間

の指導の記録を一枚のカードにすることにより,

子どもの育ちの姿がよくわかるように考えた。 

このカードを見れば，たとえ,指導者が変わって

も児童の育ってきた確かな足跡として,次に引き

継がれていくものだと考える。 

こういった観点から,このカードを「育ちのカー

ド」と名づけ，次の学年へそして，次のライフ・

ステージである中学校へつないでいきたいと考え

る。 

京都市の特別支援専門家会議の提言では,この

ようなカードを「個別の指導計画」と呼び,「児童

生徒一人ひとりの学習や行動の特性,困難の状態

等に応じたきめ細かい指導が行なえるよう，学校

に置ける教育課程や指導計画を踏まえて,より具

体的に個々の児童生徒の教育的ニーズに対応した

指導目標や指導内容・方法などを盛り込んだ指導

計画である」(20)としている。前項で述べたＬＤ

等支援コーディネ－ターと育ちのカード（個別の

指導計画）は，どちらも特別支援教育にとってこ

れから重要な役割をしていくものだと思う。  

  

(19) 前掲６  P.106 

(20) 前掲２  P.14 

 

おわりに 

この研究の中で,パイオニア研究グループのメ

ンバーと，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童に対して

適切な支援ができるためにどのように手だてを考

えていけばいいのだろうかと話し合いを重ねてき

た。 

今回は特に,学校内や保護者，そして,外部との

連携,協力を中心に手だてを考えてきた。確かに連

携することは,それぞれの機関が太いパイプでつ

ながることになり,子どもにより的確な手だてが

行なわれることになった。しかし,様々な機関と連

携すればするほど，学校としての専門性を問われ

ることに気がついた。 

特別支援教育は,「一人ひとりの教育的ニーズに

答えることである」と言われているように,一人ひ

とりの子どもを個性ある一人として,肯定的にと

らえることを重要としている。つまり,個が大切に

される学級作りをめざすことが学校での特別支援

教育の土台であり,それはＡＤＨＤ及びその周辺

の児童だけでなく,すべての子どもを大切にする

ことにつながるということは，昨年度の研究で明

らかになった。今までは,これらのことを担任が一

人で抱え込む場合が多かった。 

しかし,これからは,学校の全教職員が連携,協

力し，それぞれの分掌や立場で責任を持って子ど

もに対応していくことが，より充実した支援とな

っていくことが明らかになった。とりわけ，学校

全体で子どもを受けとめる姿勢は,保護者との信

頼関係を築くこととなるだけでなく,担任と保護

者が同じ方向で子どもにかかわることは,大変効

果のある良い結果となった。さらに，それを支援

していくシステムとして専門家と連携をすること

は，個のニーズに合った具体的な手だてを考える

うえで大変有効であると同時に，担任への支援の

力を増やすこととなるのである。 

二年間を通じて,特別支援教育について研究を

重ねてきた。この研究で,学校生活の中でＬＤ等に

よる特別な教育的支援が必要な子どもを見すえた

学級経営は，ＡＤＨＤ及びその周辺の児童だけで

なく,すべての子どもが望んでいるものであると

再認識するとともに，担任一人でという閉ざされ

た考えではなく,他の機関とも連携協力し,学校全

体で子どもを受け入れていくことがより充実した

支援へとつながっていくことを確信した。 

以上のように，一人ひとりの子どもを徹底的に

大切にしていく姿勢とがんばっている仲間を支え

る周りのあたたかい支援は，ＡＤＨＤ及びその周

辺の児童だけでなく，すべての子どもを大切に育

てていくことになると考える。 

 毎回,視点を子どもに合わせて，本音で語れたメ

ンバーと出会えたことを幸せに思うと同時にこの

ようにともに研究できたメンバーとアドバイスを

下さった方たちに心から感謝の意を表わしたい。  




